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防 災 特 集 

新しい
ハザードマップを
活用しよう
３月に浜田市の防災ハザードマップが新しくなり、皆さんの

手元に届いていると思います。配送に協力いただいた皆さん、
ありがとうございました。
今回のハザードマップは、最新の洪水や津波の想定などを反

映しているため、従来のハザードマップでは安全だった場所で
も、新たに災害の危険性が示されている箇所もあります。
雨シーズンを前に、新しくなった防災ハザードマップを活用

して、左ページのSTEP １～３を参考に、風水害などから身を
守るために必要なことを考えてみましょう。

～災害から身を守るために～

STEP1

STEP2

STEP3

自宅の場所を、20ページから70ページの
地図面で確認しましょう。

自宅の場所を見つけたら、６ページの避難行動判定
フローをもとに、いつ、どこに避難する必要があるか、
避難計画を立ててみましょう。
自宅に災害の危険がない場合でも、断水などに備え

て、９ページを参考に、自分の家に必要な備蓄品など
を考えてみましょう。

自宅の避難計画を立てたら、避難路を実際に歩い
てみたり、非常持ち出し品を用意してみるなど、実
践してみましょう。
自宅の避難計画は、家族と共有しましょう。避難

するまでに何を準備するか、どうやって情報を得る
かなど、89・90ページのマイ・タイムラインを活用
して、分かりやすい形で整理すると、いざというと
きにも適切な判断がしやすくなります。

各種災害、地域ごとで別冊だったハザード
マップを１冊にまとめました。

新しいハザードマップの変更点

冊子をA4サイズからB4サイズに拡大する
ことで、文字が大きく、地図の継ぎ目が少な
くなり、より読みやすくなりました。

・従来の各種災害に加え、地震やため池のハザード
マップも掲載

・各種災害から身を守る方法をイラスト付きで分か
りやすく掲載

・備蓄品や非常持ち出し品の記入例を更に充実
・特に重要な地図の凡例については、日本語以外に
も３つの言語に対応（英語、中国語、ベトナム語）

島根県が運営するwebサイト「マップonしまね」にハザードマップを掲
載しています。紙のハザードマップよりも、最大で６倍の大きさに拡大でき
ますので、家の場所などをより詳しく確認したいときなどに便利です。
右記の二次元コードを読み込み、「浜田市」→「浜田市防災ハザードマップ」

と選択し、ご覧ください。

web版ハザードマップを活用してください

①浜田市全域を１冊に

②A4サイズからB4サイズに拡大

③内容を更に充実

自宅の場所を確認する

避難計画を立てる

避難を実践する
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緊急地震速報について

　　　　令和７年度
浜田市総合防災訓練
　　　　を行います

家族での話合いを支援します

災害時の情報取得

強い揺れが予想される際には、気象庁から緊急地震速報（警報）が放送されます（※）。
緊急地震速報が流れた際には地震による大きな被害が発生する可能性があります。地震速報の入手方法を

正しく理解し、身の安全を守れるようにしておきましょう。
※　最大震度が５弱以上又は最大長周期地震動階級が３以上と予想された場合に、震度４以上又は長周期地
震動階級３以上が予想される地域を対象に緊急地震速報を発表します。

緊急地震速報の入手方法

緊急地震速報を見聞きしたときは

緊急地震速報は迅速かつ確実にお知らせする必要があるため、複数の方法で放送されます。

緊急地震速報は、情報を見聞きしてから地震の強い揺れが来るまでの時間が数秒から数十秒しかありませ
ん。その短い間に身を守るための行動を素早く取らなければなりません。
周りの人に声をかけながら周囲の状況に応じて、慌てずに、身の安全を確保しましょう。

近年、多くの災害が発生しています。家族で話し合って対応する「自助」の必要性が増しつつあります。
この機会に、「家族の避難計画（マイ・タイムライン）」を作成してみませんか。どういう話を家族ですれば
いいのかわからないなど、疑問がたくさんあると思います。そのため、市では防災出前講座として、地域に
出向き話をしており、10人程度の人数が集まれば実施できます。
詳しくは、防災安全課又は各支所防災自治課にお問い合わせください。

６月１日㈰午前中に、市全域で、避難訓練や防災出前講座を実施します。自主防災組織単位や町内会単位で
実施しますので、積極的な参加をお願いします。
また、参加できない場合でも、避難の必要性や避難先、地震が発生し家族がそれぞれ違うところにいた場合

の集合場所など、家族で話し合ってみてください。

防災行政無線の屋外拡声子局（屋外スピーカー）で「何か言っているが聞き取れない」などの場合に備え、
市では複数の情報取得方法を用意していますので、一部を紹介します。

①個別受信機
地域単位で屋外スピーカーと同じ

放送が流れます。
設置方法
　防災安全課又は各支所防災自治課
にお問い合わせください。

②防災防犯メール・LINE公式アカウント
災害の情報に限らず、事前の注意情

報や防犯交通情報も受け取ることが可
能です。
登録方法
　右記の二次元コードから登録できま
す。

防災防犯
メール

LINE公式
アカウント

自主防災組織の設立を支援します
　災害への備えを考える際、「自助」「共助」「公助」に分けることができます。
「自助」…　自分自身や家族を守ること
「共助」…　周囲の人たちが協力して助け合うこと
「公助」…　市町村や消防、警察などの公的機関による救助や援助
　阪神淡路大震災においては、自助及び共助で約９割の人が救助され、公助によって救助された人は１割程度
でした。
　また、東日本大震災では、共助によって全員が津波から助かった地域もあります。
　浜田市は、四季折々の豊かな自然を楽しむことができますが、その反面、海と山に囲まれた地形であるため
災害への備えが必要です。
　災害時に大きな力を発揮する共助について日頃から考え、地域で協力する組織を自主防災組織と言います。
市では、自主防災組織設立に向けての支援、設立後の災害備蓄購入に関する助成や活動支援なども行っています。
　詳しくは、防災安全課又は各支所防災自治課にお問い合わせください。

問合せ ・防災安全課防災安全係　☎㉕９１２２
　　　　・各支所防災自治課

・頭を保護し、丈夫な机の下
など安全な場所に隠れる。

・慌てて外に飛び出さない。
・無理に火を消そうとしない。

・ブロック塀などの倒壊、看
板や割れたガラスの落下に
注意する。

・丈夫な建物のそばであれば、
建物の中に避難する。

・急ブレーキはかけず、緩や
かに速度を落とす。

・ハザードランプを点灯し、
周りの車に注意を促す。

・大きな揺れを感じたら、道
路の左側に停止する。

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

携
帯
電
話
・
ス
マ
ホ

防
災
行
政
無
線
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内
で
は
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外
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車
の
運
転

～災害から身を守るために～
防災訓練へ

GO!!６月１日
㈰には 防 災 特 集 

令和６年度防災訓練の様子
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で応援します

若者世代の声から生まれた
若者支援

令和５年度から、若者世代の声をもとに創設した若者支援ファンド事業（令和
８年３月までの３年間で１億5,000万円）による「若者が暮らしたいまちづくり」
への取組を進めています。
若者支援ファンド事業では、現在実施している各種補助事業に若者（U・Iター

ン者含む）を対象とした上乗せ補助や新たな若者支援策など、若者の生活、まち
づくり、起業などの支援を行います。

若者支援ファンド
事業については市
ホームページから
見られます

若者支援ファンドは、
対象者が39歳以下の
場合活用できます。

２．「仕事」の創出

No. 事業名 通常補助額 若者支援
ファンド上乗せ 若者合計 担当課

2-1

起業家支援プロジェクト事業

商工労働課
事業支援係
☎㉕９５０１

①創業者支援資金補助金
対　象　創業支援
対象経費　１年間の利子及び信用保証料

上限30万円 上限30万円 上限60万円

②商業支援事業補助金
　対　象　小売店等開業支援
補助率　対象経費の１/２以内

上限200万円 上限30万円 上限230万円

１．「就業」の支援
No. 事業名 通常補助額 若者支援

ファンド上乗せ 若者合計 担当課

1-1
漁業就業支度金
対　象　U・Iターンしまね産業体験事業

　　　　　を終了し、漁業に就業する人
内　容　漁業就業支度金を支給

研修期間中
12万円×12月
（定住財団）

30万円
研修期間中
12万円×12月
＋30万円

水産振興課
水産係
☎㉕９５２０

1-2
若者就農対策支度金
対　象　当該年度に、浜田市の認定新規就

　　　　　農者として認定を受けた人
内　容　就農対策支度金を支給

新規就農開始
から３年間

12.5万円×12月
30万円

新規就農開始
から３年間
12.5万円×12月
＋30万円

農林振興課
普及支援係
☎㉒３５００

1-3

地域おこし協力隊起業・
事業承継支援事業補助金
対　象　浜田市の地域おこし協力隊員
対象経費　起業、事業承継に要する経費
内　容　対象経費の10/10

上限100万円 上限50万円 上限150万円
定住関係人口
推進課
移住定住係
☎㉕９５１１

３．「住まい」の支援
No. 事業名 通常補助額 若者支援

ファンド上乗せ 若者合計 担当課

3-1

若者住宅取得支援事業補助金
対　象　住宅取得（新築・中古）に要する

　　　　　費用
補助率　住宅取得費用（土地・建物）の

　　　　　２/100以内

ー 上限40万円 上限40万円
建築住宅課
住宅管理係
☎㉕９６３０

3-2
住宅リフォーム助成事業補助金
対　象　住宅リフォーム事業
補助率　対象経費の１/10以内

上限20万円 上限20万円 上限40万円
（補助率15/100）

建築住宅課
指導係
☎㉕９６３０

問合せ　政策企画課企画係　
　　　　☎㉕９２００ファンド事業

４．地域活動支援・交流支援

No. 事業名 通常補助額 若者支援
ファンド上乗せ 若者合計 担当課

4-1

市民協働活性化支援事業補助金

まちづくり
社会教育課
地域活性化室
地域活性化係
☎㉕９２０１

対　象　市内団体が行う協働活性化事業
補助率　対象経費の１/２以内

　※　申請時に団体の構成員が「39歳以下の　
　人が５人以上」又は「半数以上」の団体が対象

　初めて実施する事業 上限20万円 上限20万円 上限40万円
（補助率３/４）

それ以外の事業
　①500人未満又は人数不明 上限５万円 上限５万円 上限10万円

（補助率３/４）

　②500人以上1,000人未満 上限10万円 上限10万円 上限20万円
（補助率３/４）

　③1,000人以上 上限30万円 上限30万円 上限60万円
（補助率３/４）

4-2

大学等高等教育機関と連携したまちづくり推
進事業補助金
対　象　大学等高等教育機関、学生団体、

　　　　　市内団体が、大学などと連携して
　　　　　行うまちづくり推進事業
補助率　対象経費の３/４以内

　※　申請時に構成員のうち「39歳以下の人
　　が５人以上」の団体が対象

上限５万円 上限５万円 上限10万円
政策企画課
企画係
☎㉕９２００

4-3

ふるさと同窓会支援事業補助金
　対　象　市内で同窓会を開催する人
　補助率　対象経費の10/10
　※　申請時に出席予定者のうち
「18歳以上39歳以下の人が10人以上（同

　　窓生が20人未満の場合は半数以上）」の
　　同窓会などが対象

ー １人上限
２千円

１人上限
２千円 定住関係人口

推進課
関係人口係
☎㉕９５１１

4-4

若者出会い支援事業補助金
　対　象　しまね縁結びサポートセンターが運営
　　　　　　する、しまねコンピューターマッチン
　　　　　　グ「しまコ」の入会登録料又は更新料
　補助率　対象経費の実費負担額の10/10

ー 実費 実費

No. 事業名 通常補助額 若者支援
ファンド上乗せ 若者合計 担当課

3-3

再生可能エネルギー設備導入支援事業補助金

環境課
カーボン
ニュートラル
推進室
☎㉕９００８

①住宅用太陽光発電設備
対　象　住宅用太陽光発電設備設置
補助率　太陽電池モジュールの公称最大

　　　　　出力１kwあたり４万円
上限16万円 上限16万円 上限32万円

②太陽熱利用設備
対　象 太陽熱利用設備設置
補助率 対象経費の１/３以内

上限20万円 上限20万円 上限40万円

③木質バイオマス熱利用設備
対　象 木質バイオマス熱利用設備設置
補助率 対象経費の１/２以内

上限30万円 上限30万円 上限60万円

④蓄電池設備
対　象 蓄電池設備設置
補助率 対象経費の10/10以内

上限14万円 上限14万円 上限28万円

⑤家庭用燃料電池設備
対　象 （一社）燃料電池普及促進協会

　　　　　指定の設備設置
補助率 対象経費の10/10以内

上限18万円 上限18万円 上限36万円

新規

新規

新規

新市誕生20周年
記念関連事業
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エネルギー・食料品価格などの物価高騰の影響を受けている子育て世帯に対し、応援給付金を支給します。

項目 内容

対象者

　次の対象児童を養育している者（施設設置者や里親、市外在住者含む）
　①　平成19年４月２日から令和７年４月１日までに出生した児童
　　※　ただし、令和７年４月１日において浜田市の住民基本台帳に記録されている児童に限る。
　②　令和７年４月２日から令和８年３月31日までに出生した児童
　　※　ただし、出生時に浜田市の住民基本台帳に記録された児童に限る。

支給額 児童１人あたり 15,000円

支給手続

・浜田市から児童手当を受給している支給対象者　⇒　申請不要
・令和７年４月１日以降に出生した児童　⇒　申請必要
　※　出生届を提出した際に、子ども・子育て支援課の窓口で申請書を受け付けます。
・上記以外の支給対象者　⇒　申請必要
　※　手続書類を送付しますので、内容を確認し申請書を提出してください。

問合せ　子ども・子育て支援課子ども政策係　☎㉕９３３１

子育て世帯応援給付金を支給します

　市では、新たな財源の確保や市民サービスの向上に向けて、民間企業などの自由な発想や
アイディアを活

い

かして、市が保有する財産などに広告を掲載する企画提案を募集します。

提案型の有料広告を募集します

企画提案型有料広告事業の採択事例

書類提出先・問合せ
　行財政改革推進課行革推進係　☎㉕９１０１

広告掲載料
・年額の場合　６万円以上（税込）
・月額の場合　５千円以上（税込）
※　上記金額相当の印刷物などの現物提供も可能です。

募集・受付期間　随時受付

提案方法
　有料広告企画提案書に必要事項を記入の上、必要書
類を添付して提案してください。
※　募集要項及び企画提案書は、市役所本庁舎２階行
財政改革推進課にあります。市ホームページからダ
ウンロードもできます。

※　提案する際は、事前に相談してください。

募集する企画提案
　提案者自らが、広告主又は広告代理店となって広告
を掲載しようとするもの

広告掲載の対象物
市が保有する財産（施設・公用車ほか）、印刷物など

広告の掲載期間
　最長３年（月単位も可）

広告

提案型の有料広告を募集します

書類提出先・問合せ
　行財政改革推進課行革推進係　☎㉕９１０１

ホームページは
こちらから
見られます市庁舎玄関マットを利用した広告

６月１日㈰～７日㈯は水道週間です

　６月１日㈰から７日㈯までの７日間は、「第67
回水道週間」です。
　今年は「透き通る　誇れる水に　感謝する」を
スローガンに、水道水について、広く国民の理解
と関心を高めてもらうため、水道週間が実施され
ます。
　水道水は、「いつでも、きれいで、安心して飲
める」という信頼に応えるため、老朽化している
施設や管路の維持修繕や更新、地震などの災害対
策の推進、安全・快適な水の供給確保に努めてい
ます。
　水道事業は、市民の皆さんに納めていただいて
いる水道料金で賄われています。これからも、水
道水を安定供給するとともに、市民の皆さんにご
協力いただきながら、よりよい水道サービスを提
供していきます。

美川浄水場の施設見学ができます
　美川浄水場では、個人又はグループでの見学を
受け付けています（事前予約制）。場内の庭園に
設けた池では、市民の皆さんから寄贈された錦鯉
が泳ぎ、来場者の目を楽しませてくれます。
見学申込先・問合せ　美川浄水場　☎㉗０６９０

問合せ　工事関係　上下水道部工務課工務係　　　☎㉕９９１０
　　　　料金関係　上下水道部水道管理課料金係　☎㉕９９０３

　皆さんへのお願い
家庭の水道工事は、市の指定給水装置工事事業者
に申し込んでください

　給水装置の新設・改造・修繕・
撤去などは、市の指定給水装置
工事事業者に申し込んでください。

検針へご協力をお願いします

　水道メーター付近に物を置かないでください。ま
た、飼い犬は出入口や水道メーターから離れた場所に
つないでおいてください。

宅内で漏水はありませんか？

　宅内で漏水した水の料金は、使用者の負担となりま
す。蛇口を全部閉めて、水道メーター文字盤について
いる銀色のパイロットが少しでも回っていれば漏水し
ています。その場合は、市の指定給水装置工事事業者
に連絡し修理してください。また、地下漏水など料金
が減免できる場合がありますので、お問い合わせくだ
さい。

長期間、家を留守にするときは、バルブを閉めるか
一時中止の届出をしてください

　留守中の宅内漏水などにより、多額の水道料金が発生
する事例があります。長期間にわたって家を留守にする
場合は、水道メーター手前のバルブを閉めておくか、水
道使用の一時中止の届出をしましょう。

貯水槽水道の設置者は維持管理をお願いします

　水道法により、貯水槽水道の設置者は、清掃・点検・
検査などの維持管理を行う必要があります。貯水槽の清
掃などは、１年に１回は行ってください。

水道メーターの取替えにご協力ください

　市では、計量法に基づき、定期的に水道メーターの取
替えを実施しています。取替作業は委託業者が行い、取
替えにかかる費用は無料です。取替委託業者（名札・腕
章を着用）が伺いましたら、協力をお願いします。

凍結予防対策

　令和３年１月に大規模な凍結被害がありました。各家
庭での冬に備えた凍結予防対策について相談を受け付け
ます。詳しくは、下記問合せ先に連絡をお願いします。

指定給水装置工事
事業者一覧はこち
らから見られます

　皆さんへのお願い　皆さんへのお願い
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B
ば い

U Y浜田運動
浜田のモノを買おう！浜田を応援しよう！

問合せ　浜田市「BUY浜田運動」推進委員会
　　　　（商工労働課事業支援係）　☎㉕９５０１

～浜田産品取扱店舗を紹介します～

地元（浜田市）の産品や地元の店で買物をすることで、地域内の経済循環をつくり、
経済を活性化させることにより、市民の暮らしを向上させる運動です。

～ BUY浜田運動とは～

スーパーダップス
浜田産の鮮魚や青果、市内企業と高校生が共同開
発した商品を含めた製造・加工品が陳列されてい
ます。

きんさい市場黒川店
生産者自らが届ける新鮮な旬の野菜などが出荷さ
れ、陳列されています。

　現在、市内の一部スーパーで「BUY浜田運動」
ダンス動画を放映しています。
　ぜひご覧ください。

このマークが目印

発した商品を含めた製造・加工品が陳列されてい

　現在、市内の一部スーパーで「BUY浜田運動」
ダンス動画を放映しています。

情報公開制度の運用状況（令和６年度）
１　開示請求（任意開示申出を含む）
⑴　件数など

実施機関 請求件数 決定区分 そのほか全部開示 部分開示 不開示

市
長

総務部 1 ‒ 1 ‒ ‒
地域政策部 1 ‒ ‒ ‒ 1
健康福祉部 5 2 1 1 1
市民生活部 3 2 ‒ 1 ‒
産業経済部 5 ‒ 5 ‒ ‒
都市建設部 8 7 1 ‒ ‒
上下水道部 2 1 1 ‒ ‒

議会 2 ‒ 2 ‒ ‒
教育委員会 6 4 1 1 ‒
選挙管理委員会 3 ‒ 2 ‒ 1
消防長 2 ‒ 2 ‒ ‒

合　計 38 16 16 3 3
※　開示請求のなかった実施機関は掲載を省略しています。
※　「そのほか」とは、取下げ又は処理中のことをいいます。
⑵　不開示理由

不開示該当規定 件数

第７条

第１号　法令秘情報 1
第２号　個人情報 13
第３号　法人等事業情報 10
第４号　公共安全情報 ‒
第５号　審議・検討・協議情報 1
第６号　事務事業情報 3

文書不存在        2
存否応答拒否 1
※　１件の決定で複数の理由があるものは、重複して計上してい
ます。

個人情報保護制度の運用状況（令和６年度）
１　開示請求
⑴　件数など

実施機関 請求件数 決定区分 そのほか全部開示 部分開示 不開示
市
長

健康福祉部 2 1 1 ‒ ‒
市民生活部 6 1 5 ‒ -
合　計 8 2 6 ‒ ‒

※　開示請求のなかった実施機関は掲載を省略しています。

⑵　不開示理由
不開示該当規定 件数

第78条
第１項

第２号　開示請求者以外の個人情報 6
第３号　法人等事業情報 6

※　１件の決定で複数の理由があるものは、重複して計上してい
ます。
２　訂正請求　なし
３　利用停止請求　なし

情
報
公
開
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情
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す
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情
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情
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０
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せ
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務
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法
令
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☎
㉕
９
１
１
１

情報公開制度・個人情報保護制度
利用してください
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相談専用フリーダイヤル
☎０１２０-７８３-４１９

所在地　市役所北分庁舎２階
開所時間　午前８時30分～午後５時15分
（土・日・祝日・年末年始を除く）
問合せ・申込み　☎㉕０９８５・FAX㉔１０８０

フラワーアレンジメント教室

子ども・若者の自立を支援します
　　　　　気軽にご相談ください 青少年サポートセンター

次世代を担う子どもや若者の健全育成と、ひきこもりやニート、不登校などの困難を有する子ども
や若者の自立支援を総合的に行うため、「青少年サポートセンター」を開設しています。
また、子どもや若者（おおむね40歳まで）のひきこもりなどの相談を受けています。
相談は無料で、秘密は厳守します。

青少年サポートセンター概要

相談対象
・育児や教育などに不安のある保護者
・学校生活などに不安のある児童・生徒
・ひきこもりやニートの状態で悩みを抱えた人
　又はその家族
※　相談や支援が必要な人の相談窓口として気
軽に利用してください。

※　相談は無料で、相談に関する秘密は守りま
す。

　ケースに応じて単独の支援が難しい場合、
教育・福祉・保健医療などの25の関係機関が
連携して支援を実施します。

浜田市子ども・若者支援地域協議会

会場　青少年サポートセンター
講師　各教室に講師を招いて実施
時間　１回１時間30分～２時間
内容　陶芸・粘土デコ・料理など

青サポ教室・青サポクラブを開催しています

　屋外活動・ストレッチ・折り紙など大き
なテーマはありますが、内容は参加者の意
見をもとに決めます。

社会生活を円滑に送る上での困難を有するおおむね40歳までの就業困難者を対象に、社会参加・
自立に向けた各種教室を開催しています。

①青サポ教室 ②青サポクラブ

対象
・学校生活がうまくいかず、悩んでいる人
・家に閉じこもりがちで、生活習慣を変えたいと考えている人
・人に関わることなど、社会生活に不安のある人
定員　内容により変動
料金　無料（材料費などは実費）
申込み　実施日の１週間前までに電話で申し込んでください。
※　内容や日程など詳細は市ホームページをご覧いただくかお問い合わせください。

①・②共通

問合せ
　青少年サポートセンター
☎㉕０９８５料理教室

クーリングシェルター（指定暑熱避難施設）を指定します

　市では、「熱中症特別警戒情報」発表時に冷房の効いた空間に避難できるように、下表のとおりクーリング
シェルター（指定暑熱避難施設）を指定しています。
運用期間 10月22日㈬まで

施設名 所在地 開放日 時間 定員

市役所
本庁舎１階市民ロビー 殿町１番地 月～金曜日（祝日を除く) 午前８時30分

　～午後５時15分 10人

市役所金城支所
玄関ロビー 金城町下来原171番地 月～金曜日（祝日を除く) 午前８時30分

　～午後５時15分 5人

市役所旭支所
２階ロビー 旭町今市637番地 月～金曜日（祝日を除く) 午前８時30分

　～午後５時15分 8人

市役所弥栄支所
１階市民福祉課前ロビー

弥栄町長安本郷
542番地１

月～金曜日（祝日を除く) 午前８時30分
　～午後５時15分 6人

市役所三隅支所
１階ロビー 三隅町三隅1434番地 月～金曜日（祝日を除く) 午前８時30分

　～午後５時15分 15人

中央図書館
コミュニケーション
スペース

黒川町3748番地１

月～日曜日
（第２・４月曜日（月曜日が
休日の場合は直近の平日）を
除く）

午前９時
　～午後７時 20人

三隅図書館
畳コーナー・
カフェテラス

三隅町古市場2002番地

火～日曜日
（休日以外の月末日、及び月
曜日が休日の場合は直近の平
日を除く）

平日
午前10時
　～午後７時
土・日・祝日
午前10時
　～午後６時

20人

指定する施設

※　一部施設においては、やむを得ず休館となる場合があります。

　クーリングシェルター施設として指定を希望する
民間施設を募集します。
運用期間 10月22日㈬まで
募集期間　随時受付
実施内容
①各施設の出入り口や該当場所など、見やすい場所
へのクーリングシェルターのステッカー又はのぼ
り旗の掲示

②クーリングシェルターの場所の確保
③休憩用の椅子、ソファなどの準備
　（既設のもので可）
④空調の適切な管理

クーリングシェルター（指定暑熱避難施設）事業に
協力いただける民間施設を募集します

応募資格
①適当な冷房施設を有すること
②公表している開放可能日、可能時間において熱中
症特別警戒情報が発表されたときに当該施設の指
定箇所を市民などに開放することができること

③受入可能と見込まれる人数に応じて、滞在に必要
な１人あたりの空間が適切に確保されていること

④当該施設の指定箇所が無料で利用可能であること
応募方法
　健康医療対策課健康づくり係までお問い合わせく
ださい。

問合せ　健康医療対策課健康づくり係　☎㉕９３１１
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ランドセルカバーの贈呈式

ドライバーに安全運転を呼びかける関係者

桜とステージイベントを鑑賞する来場者

　４月９日㈬、弥栄小学校で、この春入学する新小学１年生へ
交通安全ランドセルカバーの贈呈が行われました。交通安全協
会弥栄支部の皆さんから、黄色いランドセルカバーや反射材付
きのバンド、タスキが一人ひとりに手渡されました。小さな手
にたくさんの防犯グッズが乗った子どもたちは、少し照れなが
らもうれしそうにしていました。
　「町の中で地域の人に出会ったら挨拶してくださいね」とお
願いされると、子どもたちは「はい！」と元気な声で答えてい
ました。

　４月５日㈯、国道９号線の三隅町折居地内にある吉浦口バス
停付近の待避所で、「春の交通安全運動テント村」が開催され
ました。このイベントは、春の全国交通安全運動に併せて、キー
パー労働組合員と関係者が中心となって毎年実施しているもの
です。
　当日は天候に恵まれ、約80人のドライバーに対して交通安全
に関するチラシなどを配布し、安全運転を呼びかけました。　
　関係者からの安全啓発のチラシを受け取ったドライバーは、
「気を付けます」と笑顔で応じていました。

　４月５日㈯、「旭温泉桜まつり」が旭温泉あさひ荘で開催さ
れ150人の来場がありました。
　この催しは、「温泉総選挙2024」歴史/文化部門で旭温泉が全
国第１位を受賞したことを記念して旭温泉旅館組合が企画した
ものです。まつりの１週間前は辺り一面雪化粧の旭地域でした
が、当日には桜が満開となり、訪れた人を楽しませました。
　石見神楽の上演もあり、来場者は、浜田の自然や歴史を楽し
みながら、春の訪れを感じる１日になりました。

　３月30日㈰、三隅町矢原で「三隅大平桜まつり」が開催され
ました。この催しは、国の天然記念物に指定されている三隅大
平桜の開花に併せて、地元の矢原自治会と黒沢まちづくり委員
会による実行委員会が毎年開催しているものです。
　当日は雪が散らつく不安定な天候でしたが、満開の桜の下で
音楽の演奏や石見神楽などのステージイベントが行われ、市内
外から約1,000人が訪れました。
　地元の飲食店による出店や、桜コンシェルジュの神英雄さん
による大平桜のガイドもあり、会場はにぎわいを見せました。

♥
小さな背中に、大きな安心を
～ 交通安全ランドセルカバー贈呈式 ～

やさか

あさひ

安全運転を呼びかける
～ 春の交通安全運動テント村 ～

みすみ

樹齢660年の桜の下でお祭り
～ 三隅大平桜まつり ～

みすみ

ゲストランナーと真剣勝負

講演中の佐藤優子医師

鮎が驚かないようにゆっくりと

野坂桜並木を散策する参加者

　４月20日㈰、八戸川漁協裏の浅瀬で鮎の放流が行われました。
　この催しは、八戸川漁協による鮎の放流に併せて、和田まち
づくりセンターが地域に呼び掛けて開催したもので、当日は28
人の親子連れが参加しました。
　漁協の職員から八戸川で鮎の放流が始まったいきさつや稚魚
の扱い方の説明を受けた後、子どもたちはバケツに入った稚魚
を優しくゆっくりと川に放流しました。
　鮎釣り解禁時に釣り人でにぎわう八戸川は、地域の皆さんの
環境保全によって支えらています。

　４月15日㈫、波佐まちづくりセンター主催のふるさと学習会
で「地域で安心して暮らし続けるためにパート２」と題した講
演会が開催されました。
　講師は「第11回やぶ医者大賞（※）」を受賞した、波佐診療
所の佐藤優子医師が務め、参加者は、かかりつけ医を持ってお
くこと、相談できる相手を見つけておくこと、なるべく早めに
人に頼ることの大切さを学びました。
※　やぶ医者大賞とは：兵庫県養父市にいた名医にちなみ、地
　域医療に貢献している若手医師などを顕彰する制度

４月14日㈪、弥栄町の野坂桜並木で杵束まちづくりセンター
主催の「お花見ウォーク」が開催されました。
当日は花冷えの中でしたが、満開の桜並木が参加者を迎えま

した。風が吹くたびに花びらが舞い、まるでピンク色の雪が降っ
ているかのようでした。
参加者は、幻想的な景色に目を奪われ、思い思いに写真を撮っ

たり、散策を楽しんでいました。
「心に残る素晴らしい体験となりました。来年もここで、皆

さんと春の喜びを分かち合いたい」と話していました。

一流のランナーとともに力走
～ 石見陸上競技大会 ～

はまだ

地域で安心して暮らし続けるために
～ 金城ふるさと学習会 ～

かなぎ

児童が稚鮎の放流をお手伝い
～ 鮎の放流 ～

あさひ

桜咲く里山、癒やしのウォーキング
～ お花見ウォーク ～

やさか

♥Town Topics

桜の木の下で食事をする家族連れ

満開の桜、満面の笑み
～ 旭温泉桜まつり ～

♥Town Topics♥Town Topics

　４月26日㈯、浜田市陸上競技場で石見陸上競技大会が開催さ
れました。浜田市陸上競技協会が主催し、100回目の記念大会と
なった今年は、中国電力陸上競技部で活躍した２人の選手が招
かれ、ゲストランナーとして参加しました。
　約300人の参加者は、スタンドからの声援を受けながらそれぞ
れの健脚を競い、日頃の練習の成果を発揮しました。ゲストラ
ンナーと一緒に走った生徒は「すごい選手と一緒に走ることが
できて光栄です」「この機会に学んだことを、次の試合に活

い
かし

たいと思います」と晴れやかな表情で話していました。

ま ち の 　 わ だ い

15 広報はまだ：令和７年６月号 14
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17

安
全
安
心

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
認
定

制
度
と
は

適
切
な
応
急
手
当
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
体
制
を
有
す
る
事
業
所
な
ど

を
「
ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
と
し
て
認
定
し
、
重
篤
な
傷
病

者
が
発
生
し
た
際
の
救
命
率
の
向
上

を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
を
活

用
し
て
、
認
定
事
業
所
の
社
会
貢
献

を
高
く
評
価
し
、
地
域
に
お
け
る
安

全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

認
定
さ
れ
た
事
業
所
と
は

本
制
度
の
主
旨
に
同
意
し
協
力
を

し
て
い
た
だ
け
る
事
業
所
で
、
次
の

３
つ
の
項
目
を
満
た
し
て
い
る
事
業

所
に
認
定
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

①
誰
も
が
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

場
所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
る

こ
と

②
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
常
時
使
用
可
能
な
状
態

に
整
備
し
て
い
る
こ
と

③
救
命
講
習
な
ど
を
修
了
し
た
従
業

員
な
ど
が
所
属
し
て
い
る
こ
と

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
認
定

事
業
所
を
拡
充
し
て
い
ま
す

市
で
は
、
４
月
に
新
た
に
７
事
業

所
を
認
定
し
、
全
部
で
２
２
８
事
業

所
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

新
た
に
認
定
さ
れ
た
事
業
所
を
含

め
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
認
定
事
業

所
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
各
所
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置

場
所
の
地
図
も
随
時
更
新
し
て
い
ま

す
。

新
た
に
認
定
さ
れ
た
７
事
業
所

（
順
不
同
）

・
浜
田
電
気
工
事
㈱

・
島
根
県
西
部
地
区
資
源
化
事
業

（
協
組
）

・
浜
田
ろ
う
学
校

・
㈱
内
村
電
機
工
務
店
浜
田
営
業
所

・
認
定
こ
ど
も
園
日
脚
保
育
園

・
児
童
養
護
施
設
聖
喤
寮

・
生
活
介
護
事
業
所
ひ
か
り
の
里

認定された事業所には、
表示証が提示されています

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
制
度

の
効
果

認
定
事
業
所
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
や
応
急
手

当
の
技
術
を
広
く
活
用
す
る
こ
と
で
、

救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
に
、

市
民
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
救
命
処

置
を
迅
速
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
救
命
率
と
社
会
復
帰
率
の
向
上

が
期
待
で
き
ま
す
。

緊
急
時
は
、
近
く
の
認
定
事
業
所

な
ど
に
協
力
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

万
が
一
に
備
え
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
お
住
ま
い
の
地
域
周
辺
の

A
E
D
マ
ッ
プ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

AEDマップは
こちらから
見られます

新たに認定された事業所

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

認
定
制
度
を
推
進
し
て
い
ま
す

詐
欺
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

市
役
所
職
員
を
装
っ
た
医
療
費
の

還
付
金
詐
欺
に
注
意

市
役
所
職
員
な
ど
を
名
乗
る
人
か

ら
電
話
で
、「
医
療
費
の
支
払
い
に

関
す
る
還
付
金
が
あ
り
ま
す
。
す
ぐ

に
手
続
が
で
き
ま
す
の
で
、
銀
行
の

Ａ
Ｔ
М
へ
行
っ
て
く
だ
さ
い
」
な
ど

と
言
っ
て
、
お
金
を
振
り
込
ま
せ
、

騙
し
取
る
手
口
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
か
ら
の
電
話
で
Ａ
Ｔ
М
を

案
内
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
役
所
か
ら
か
か
っ
て
き
た
電
話

に
つ
い
て
疑
問
に
思
っ
た
ら
、
直
接

市
役
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

S
N
S
で
知
り
合
っ
た
相
手
、

大
丈
夫
？

近
年
、
S
N
S
で
知
り
合
っ
た
相

手
か
ら
投
資
や
副
業
を
持
ち
掛
け
ら

れ
、
お
金
を
騙
し
取
ら
れ
る
詐
欺
事

件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

相
手
か
ら
紹
介
さ
れ
た
サ
イ
ト
や

ア
プ
リ
で
は
、
収
益
が
増
え
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
儲
か
っ
て
い
る
と
思
わ
せ
る
手

口
で
、
実
際
に
は
お
金
は
増
え
て
い

ま
せ
ん
。

S
N
S
で
知
り
合
っ
て
会
っ
た
こ

と
の
な
い
人
は
、
簡
単
に
信
用
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
利
益
が
出
る
と
い
う
よ
う

な
話
を
さ
れ
て
も
信
用
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

困
っ
た
と
き
や
迷
っ
た
と
き
に

は
、
一
人
で
判
断
せ
ず
に
、
市
役
所

防
災
安
全
課
又
は
警
察
署
、
警
察
相

談
専
用
電
話
「
＃
９
１
１
０
」
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

☎
㉕
９
１
２
２

島根県立大学浜田キャンパスの学部・大
学院入学式に出席しました（４月３日）

市長日記元気な浜田をつくります （令和７年４月）

浜田市食生活改善推進協議会の総会に出
席しました（４月23日）

岡山県津山市で美作浜田会の総会に出席
しました（４月13日）

㈱ケイ・エフ・ジーから新生児の誕生祝
い用としてミネラルウォーターの寄贈を
受けました（４月11日）

「弥栄地域の日」での要望を受けて整備
した、弥栄町安城地区の「やすぎ公園」
開園式を行いました（４月11日）

浜田医療センターで勤務する臨床研修医
の歓迎の会に出席しました（４月７日）

春の交通安全運動総決起大会に出席し、市役所前の国道９号で街頭啓発活動を行いました（４月７日）

島根県立大学のアイデアコンテストにおい
て学生が発案した石州和紙を用いた結婚記
念証の贈呈式を行いました（４月２日）

山陰自動車道（安来－益田）建設促進期
成同盟会総会、山陰自動車道整備に関す
る意見交換会に出席しました（４月23日）

民生児童委員協議会
の総会に出席しまし

た（４月24日）
驛鈴でつなぐ友好の会＊浜田総会に出席
しました（４月26日）

市役所本庁舎前に、児童の健やかな成長
を願って、こいのぼりを掲揚しました
（４月30日）

問
合
せ

消
防
本
部
警
防
課
救
急
企
画
係

☎
㉕
５
１
６
７
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1819 広報はまだ：令和７年６月号

マ
イ
ナ
救
急
実
証
事
業
と
は

救
急
隊
が
傷
病
者
の
同
意
を
得

て
、
健
康
保
険
証
の
利
用
登
録
さ
れ

て
い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
マ

イ
ナ
保
険
証
）
を
専
用
の
端
末
で
読

み
取
る
こ
と
で
、
必
要
な
情
報
を
早

く
把
握
で
き
、
ス
ム
ー
ズ
な
救
急
活

動
が
行
え
る
か
を
検
証
す
る
も
の
で

す
。

※

令
和
７
年
度
は
、
全
国
の
消
防

本
部
で
マ
イ
ナ
救
急
実
証
事
業
に

取
り
組
み
ま
す
。

基
本
条
件

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
所
持
し

て
い
る
こ
と

・
健
康
保
険
証
の
利
用
登
録
が
さ
れ

て
い
る
こ
と

・
傷
病
者
本
人
か
ら
マ
イ
ナ
保
険
証
読

み
取
り
の
同
意
が
得
ら
れ
る
こ
と

マ
イ
ナ
救
急
の
効
果

要
請
を
受
け
た
救
急
隊
は
傷
病
者

の
名
前
や
生
年
月
日
な
ど
の
基
本
情

報
や
、
か
か
り
つ
け
医
療
機
関
、
治

療
し
て
い
る
病
気
や
服
用
薬
な
ど
の

医
療
情
報
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
の
情
報
を
、
病
気
や
怪
我

で
苦
し
む
傷
病
者
や
気
が
動
転
し
て

い
る
家
族
か
ら
口
頭
で
聞
い
て
い
ま

し
た
が
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
救
急
隊

に
渡
す
だ
け
で
、
正
確
な
情
報
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
、
肉
体
的
・
精
神

的
な
負
担
が
少
な
く
す
み
ま
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
携
帯
し
、
実
証

事
業
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

消
防
本
部
警
防
課
救
急
企

画
係

☎
㉕
５
１
６
７

マイナ救急実証事
業に関する消防庁
発信動画はこちら
から見られます

生
活
・
環
境

６
月
５
日
は
環
境
の
日

６
月
は
環
境
月
間
で
す

環
境
の
日
及
び
環
境
月
間
は
、
１

９
７
２
年
の
「
国
連
人
間
環
境
会

議
」
を
記
念
し
て
定
め
ら
れ
、
毎
年
、

全
国
各
地
で
環
境
を
テ
ー
マ
に
し
た

様
々
な
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
環
境
月
間
に
併
せ
て
、
各
地

域
で
の
市
民
一
斉
清
掃
が
実
施
さ
れ
、

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
大

き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
皆
さ
ん
が
住
ん
で
い
る

地
域
の
一
斉
清
掃
へ
の
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

町
内
会
で
の
清
掃
の
日
に
は
、
ア

パ
ー
ト
・
社
宅
に
住
ん
で
い
る
人
も

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
事

業
所
や
ア
パ
ー
ト
管
理
者
は
、
従
業

員
や
入
居
者
に
積
極
的
な
参
加
の
呼

び
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

環
境
課
廃
棄
物
衛
生
係

☎
㉕
９
４
3
０

プ
ラ
容
器
包
装
品
質
検
査
で

Ａ
判
定
で
し
た

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
ペ
ッ

ト
・
プ
ラ
の
日
に
出
し
て
い
る
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
除
い
た
プ
ラ
容
器
包
装

の
品
質
検
査
を
毎
年
受
け
て
い
ま

す
。令

和
６
年
度
の
検
査
で
は
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
優
秀
で
あ
る
A
判
定

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た

（
プ
ラ
マ
ー
ク
以
外
の
物
が
混
入
し

て
い
れ
ば
A
判
定
で
は
な
く
な
り
ま

す
）。

                  

今
後
も
引
き
続
き
プ
ラ
容
器
包
装

を
は
じ
め
、
ご
み
の
分
別
に
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

環
境
課
廃
棄
物
衛
生
係

☎
㉕
９
４
３
０

ハ
ゼ
ノ
キ
は
ウ
ル
シ
科
の
植
物
で
、

木
の
枝
や
葉
、
実
な
ど
に
含
ま
れ
る

樹
液
に
触
れ
る
と
、
か
ぶ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
皮
膚
が
弱
い

人
は
近
づ
く
だ
け
で
症
状
が
出
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

秋
に
は
鮮
や
か
に
紅
葉
す
る
ハ
ゼ

ノ
キ
で
す
が
、
緑
葉
の
幼
木
が
市
内

の
道
端
や
庭
先
な
ど
に
も
生
え
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
清
掃
時
な
ど

に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

☎
㉕
９
４
２
０

ハ
ゼ
ノ
キ
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
隊

会
員
を
募
集
し
ま
す

は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
隊
は
、

地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
む
市
民

組
織
で
す
。

地
球
温
暖
化
に
関
す
る
情
報
の
発

信
、
地
球
に
や
さ
し
い
省
エ
ネ
ラ
イ

フ
の
提
案
や
実
践
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

行
政
相
談
委
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

浜
田
市
担
当
の
行
政
相
談
委
員
に
、

４
月
１
日
付
け
で
次
の
と
お
り
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。
委
嘱
期
間
は
、
令
和

９
年
３
月
31
日
ま
で
の
２
年
間
で
す
。

（
敬
称
略
）

牛
尾
聖
次
（
浜
田
地
域
担
当
）

下
垣
博
史
（
浜
田
地
域
担
当
）

横
田
富
也
（
金
城
地
域
担
当
）

今
田
修
二
（
旭
地
域
担
当
）

後
野

誠
（
弥
栄
地
域
担
当
）

冨
金
原
完
（
三
隅
地
域
担
当
）

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
が

委
嘱
し
た
民
間
有
識
者
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）
で
す
。

定
期
的
に
、
市
役
所
な
ど
で
行
政

相
談
所
を
開
設
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
国
の

行
政
な
ど
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付

け
、
相
談
者
へ
の
助
言
や
関
係
機
関

に
対
す
る
改
善
の
申
入
れ
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

開
催
日
時
及
び
場
所
に
つ
い
て
は
、

「
広
報
は
ま
だ
」
の
別
紙
「
は
ま
だ

情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

島
根
行
政
監
視
行
政
相
談

セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
２
㉑
３
６
３
０

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

特
定
外
来
生
物
「
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ

モ
」
は
、
平
成
27
年
に
浜
田
水
産
加

工
団
地
内
で
発
見
さ
れ
て
以
降
、
市

内
で
毎
年
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
攻

撃
性
は
高
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
触
る

と
か
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
絶

対
に
素
手
で
触
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
を
発
見
し
た
ら

市
販
の
殺
虫
剤
を
使
う
、
靴
で
踏

み
潰
す
、
熱
湯
を
か
け
る
な
ど
し
て

駆
除
し
、
市
役
所
環
境
課
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

卵
を
見
つ
け
た
場
合
は
、
殺
虫
剤

で
は
効
果
が
十
分
で
は
な
い
た
め
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
踏
み
潰
す
か
、

焼
却
し
て
く
だ
さ
い
。

メ
ス
（
成
体
）
の
特
徴

・
体
長
約
1
㎝
前
後
で
、
腹
部
の
背

面
に
は
ひ
し
形
を
並
べ
た
よ
う
な

赤
い
線
あ
る
い
は
直
線
状
の
赤
い

線
が
あ
り
ま
す
。

・
メ
ス
だ
け
が
強
い
毒
を
持
ち
、
か

ま
れ
る
と
痛
み
や
腫
れ
を
引
き
起

こ
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
腹
痛
や

吐
き
気
な
ど
の
症
状
が
で
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

生
息
場
所

地
面
や
人
工
物
の
く
ぼ
み
・
穴
・

裏
側
及
び
隙
間
な
ど
、
直
接
日
光
や

雨
風
が
当
た
ら
な
い
場
所

・
プ
ラ
ン
タ
ー
の
底

・
グ
レ
ー
チ
ン
グ
の
裏

・
建
物
外
壁
の
隙
間

・
自
動
販
売
機
の
底
や
裏
側
の
隙
間

・
エ
ア
コ
ン
室
外
機
の
底
や
裏
側

か
ま
れ
た
場
合

す
ぐ
に
か
ま
れ
た
部
位
を
温
水
や

石
け
ん
水
で
洗
い
流
し
、
速
や
か
に

医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
を
拡
散
さ
せ
な
い

た
め
に

貨
物
や
コ
ン
テ
ナ
、
建
築
資
材
、

自
動
車
な
ど
に
営
巣
し
た
も
の
が
運

ば
れ
た
結
果
、
生
息
域
が
広
範
囲
に

拡
大
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。車

で
あ
れ
ば
バ
ン
パ
ー
の
裏
な
ど
、

雨
風
の
あ
た
ら
な
い
隙
間
や
車
内
に

侵
入
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

（
仮
称
）
浜
田
太
陽
光
発
電

所
に
関
わ
る
計
画
段
階
環
境

配
慮
書
を
縦
覧
し
ま
す

島
根
県
環
境
影
響
評
価
条
例
に
基

づ
き
、「(

仮
称
）
浜
田
太
陽
光
発
電

所
計
画
段
階
環
境
配
慮
書
」
を
縦
覧

に
供
す
る
と
と
も
に
、
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

対
象
事
業

事
業
名

（
仮
称
）
浜
田
太
陽
光
発
電
所

事
業
種
別

太
陽
電
池
発
電
所
設
置
事
業

規
模

発
電
所
出
力
２
９
９
０
０
KW

（
交
流
）、
事
業
用
地
面
積
約
１

５
５
ha
、（
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置

面
積
約
40
ha
）

事
業
者
名

・
P
A
G

R
e
n
e
w
a
b
l
e
ｓ

合
同
会
社

事
業
実
施
想
定
区
域

上
府
町
、
久
代
町

縦
覧
期
間

６
月
17
日
㈫
〜
７
月
17
日
㈭

（
う
ち
、
平
日
開
庁
日
）

縦
覧
場
所

・
市
役
所
東
分
庁
舎
２
階
環
境
課

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

※

詳
細
は
、
事
業
者
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

意
見
・
質
問
の
提
出
方
法

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
内
容

を
記
入
の
上
、
縦
覧
場
所
に
設
置
の

意
見
箱
へ
投
函
又
は
問
い
合
わ
せ
先

に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
締
切

７
月
17
日
㈭

※

各
縦
覧
場
所
の
閉
庁
時
間
ま
で

※

郵
送
の
場
合
は
、
７
月
17
日
㈭

当
日
消
印
有
効
で
す
。

※

電
話
に
よ
る
意
見
・
質
問
は
受

け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ

P
A
G

R
e
n
e
w
a
b
l
e
ｓ

合
同
会
社

〒
１
０
０
‐
６
０
３
１

東
京
都

千
代
田
区
霞
が
関
３
丁
目
２
番
５
号

霞
が
関
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
31
階

地
球
温
暖
化
な
ど
環
境
問
題
に
興

味
の
あ
る
個
人
・
団
体
・
グ
ル
ー
プ
・

事
業
者
の
皆
さ
ん
、
一
緒
に
活
動
し

ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

環
境
課
内
は
ま
だ
エ
コ
ラ

イ
フ
推
進
隊
事
務
局

☎
㉕
９
４
２
０

６月側溝消毒予定表
日 曜 場所
２ 月 熱田町11～13
３ 火 熱田町14、内田町
４ 水 長浜町１～８
５ 木 治和町２・３・５・６、津摩町、陽光台
９ 月 日脚町２～６・８
10 火 唐鐘１～９
11 水 国分町１～３、唐鐘10・11、下府町４～６・８
12 木 下府町１～３・６ー１、上府町伊甘
16 月 上府町三宅、外ノ浦町、松原町１～３・６・８
17 火 松原町４・５・７・８、殿町１・６～８
18 水 殿町１～５、田町２～５
19 木 田町１、琵琶町、朝日町1～6・9・10
23 月 朝日町１～４・６～８、牛市町
24 火 紺屋町２・３、天満町、新町、錦町
25 水 蛭子町、栄町、片庭町
26 木 港町１～４
30 月 京町、高田町、清水町、真光町
※　週４日（月～木曜日）の作業です。
※　雨天などにより中止した場合、金曜日に実施する
ことがあります。
問合せ　環境課廃棄物衛生係　☎㉕９４３０

令
和
７
年
国
勢
調
査
を

実
施
し
ま
す

総
務
省
、
島
根
県
及
び
浜
田
市
で

は
、
令
和
7
年
10
月
1
日
を
基
準
日

と
し
て
、
国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

国
勢
調
査
は
、
日
本
に
居
住
す
る

全
て
の
人
と
世
帯
を
対
象
と
す
る
国

の
最
も
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。
国

内
の
人
口
や
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
、
統
計
法
に
基
づ
き
、

5
年
に
1
度
実
施
し
ま
す
。

国
勢
調
査
の
結
果
は
、
高
齢
者
福

祉
対
策
や
防
災
計
画
、
都
市
計
画
な

ど
日
本
の
未
来
を
つ
く
る
た
め
に
欠

か
せ
な
い
様
々
な
施
策
の
基
礎
資
料

と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
せ

総
務
課
総
務
管
理
係

☎
㉕
９
１
２
０

マ
イ
ナ
救
急
実
証
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
が
車
や
荷
物
に

付
着
し
た
状
態
で
移
動
し
な
い
よ
う

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

☎
㉕
９
４
２
０

プラ
マーク



広報はまだ：令和７年６月号

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
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環 境 コラムコラム

クールビズとは
　オフィスや家庭での冷房時に室温28℃でも快適に過ごすことができる工夫が「クールビズ」です。

問合せ　環境課くらしと環境係　☎㉕９４２０

一つの部屋に集まって
一家団らん、
エアコン稼働も１台に

室温28℃で夏を快適に過ごそう！

こまめなフィルター掃除で
エアコンの効き目アップ

そのほかにも
室外機のまわりに物を置かないようにし、屋根を付けて直射日光を避ける
朝や夕方の打ち水（気化熱により周囲の空気が冷やされます）
ポロシャツや通気性のよい靴、機能・素材を活

い

かしたスポーツアイテムなどの着用　など

クールビズ　スタイル１ クールビズ　スタイル２

夏野菜をおいしく食べて
身体の中からクールダウン

グリーンカーテンで
部屋を涼しい木陰に

クールビズ　スタイル３ クールビズ　スタイル４

産

業

地
域
活
性
化

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
い
わ
み
中
央
地
区
本

部
で
は
、
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
回
収
を
実
施
し
ま
す
。

対
象

肥
料
、
飼
料
な
ど
の
ポ
リ
袋
、

農
業
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム

（
農
ポ
リ
）、農
業
用
塩
化
ビ
ニ
ー

ル
フ
ィ
ル
ム（
農
ビ
）、畦
畔
板（
畦

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

回
収
を
行
い
ま
す

畔
シ
ー
ト
）、
農
薬
空
容
器
、
育

苗
箱

日
時

６
月
11
日
㈬

午
前
８
時
30
分
〜
10
時

場
所

あ
ぐ
り
中
央
店
、
旭
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
、弥
栄
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

日
時

６
月
12
日
㈭

午
前
８
時
30
分
〜
10
時

場
所

金
城
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
、
旧

三
隅
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
、
江
津

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

※

右
記
以
外
で
は
受
け
付
け
ま
せ

ん
。
住
所
地
以
外
の
地
区
へ
の
持

込
み
は
可
能
で
す
。

料
金

回
収
袋
20
㎏
・
排
出
用
ス

テ
ッ
カ
ー
は
１
０
０
０
円
（
税

込
）
で
す
。
Ｊ
Ａ
あ
ぐ
り
店
で
購

入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
購
入
時
に
持
込
み
方
法
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

注
意
事
項

・
当
日
は
印
鑑
が
必
要
で
す
の
で
必

ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
農
薬
空
容
器
は
、

洗
浄
し
、
空
を
確
認
す
る
た
め
底

を
切
断
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
は
泥
を
き
ち
ん
と

落
と
し
、
金
属
な
ど
の
異
物
を
取

り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

・
回
収
袋
に
は
、
き
ち
ん
と
分
別
し

て
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

（
誤
っ
た
分
別
…
肥
料
袋
と
黒
マ

ル
チ
を
一
緒
に
入
れ
る
。
ハ
ウ
ス

ビ
ニ
ー
ル
と
マ
イ
カ
ー
線
を
一
緒

に
入
れ
る
）

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
を

補
助
し
ま
す

市
で
は
、「
浜
田
市
建
築
物
耐
震

改
修
促
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
地
震

な
ど
に
よ
る
木
造
住
宅
の
倒
壊
を
防

止
し
、
そ
の
安
全
性
の
向
上
を
図
る

た
め
に
、「
耐
震
診
断
」
や
「
耐
震

改
修
」
な
ど
を
行
う
住
宅
の
所
有
者

に
対
し
て
、
そ
の
事
業
に
要
す
る
費

用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

令
和
7
年
度
か
ら
は
、「
耐
震
シ
ェ

ル
タ
ー
の
設
置
」
に
要
す
る
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
追
加
し
ま

し
た
。

補
助
対
象
事
業

耐
震
診
断
事
業

現
地
調
査
や
構
造
計
算
に
よ
っ
て
、

建
物
に
耐
震
性
が
あ
る
か
を
建
築
士

に
判
定
し
て
も
ら
う
。

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
（
※
）
設
置
事
業

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
な
し

と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
、
耐
震
シ
ェ

ル
タ
ー
を
設
置
す
る
（
１
階
部
分
に

限
る
）。

※

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
と
は
、
地
震

発
生
時
に
居
住
し
て
い
る
住
宅
の

倒
壊
か
ら
自
ら
の
命
を
守
る
た
め

の
装
置

※

補
助
対
象
と
な
る
耐
震
シ
ェ
ル

タ
ー
に
つ
い
て
は
建
築
住
宅
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
と
な
る
住
宅

次
の
全
て
に
該
当
す
る
木
造
住
宅

・
市
内
に
あ
る
木
造
住
宅
で
階
数
が

２
以
下
の
も
の

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

さ
れ
た
も
の

・
耐
震
診
断
の
結
果
、
上
部
構
造
評

点
が「
倒
壊
す
る
可
能
性
が
あ
る
」

レ
ベ
ル
で
１
・
０
未
満
と
判
定
さ

れ
た
も
の

・
高
齢
者
な
ど
が
居
住
す
る
住
宅

（
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
事
業
に

限
る
）

補
助
率
と
補
助
限
度
額

補
助
対
象
経
費
に
補
助
率
を
掛
け

た
金
額
（
下
表
の
と
お
り
）

申
込
方
法

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
必
要
な
図
面
や
書
類
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

申
請
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
せ

建
築
住
宅
課
指
導
係

☎
㉕
９
６
３
２

対象事業 補助対象経費 補助率 １棟当たりの
補助限度額

耐震診断 耐震診断に要する経費 ９/１０ ６万円

耐震シェル
ター設置

耐震シェルターの設置
に要する経費 １/２ 20万円

・
袋
に
入
ら
な
い
も
の
（
育
苗
箱
・

ハ
ウ
ス
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
）
は
ス

テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
苗
箱
な
ど
…
1
梱
包
30
枚
ま
で

②
ハ
ウ
ス
ビ
ニ
ー
ル
…
１
梱
包
20
㎏

ま
で

※

梱
包
し
た
も
の
は
、
収
集
運
搬

し
や
す
い
よ
う
に
2
箇
所
以
上
で

固
く
縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
い
わ
み
中
央

地
区
本
部
経
済
課

☎
㉒
１
１
２
８

戸
籍
に
氏
名
の
振
り
仮
名

が
記
載
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た

5
月
26
日
㈪
に
改
正
戸
籍
法
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
正
法
の
施
行
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
氏

名
の
振
り
仮
名
が
新
た
に
戸
籍
に
記

載
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

5
月
26
日
㈪
以
降
に
、
本
籍
地
の

市
区
町
村
長
か
ら
戸
籍
に
記
載
さ
れ

る
振
り
仮
名
の
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

※

住
所
も
本
籍
地
も
浜
田
市
の
人

は
、
浜
田
市
か
ら
通
知
書
が
送
付

さ
れ
ま
す
。

※

住
所
が
浜
田
市
で
本
籍
地
が
浜

田
市
外
の
人
は
、
本
籍
地
の
市
区

町
村
か
ら
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま

す
。

※

そ
れ
ぞ
れ
の
市
区
町
村
で
送
付

時
期
は
異
な
る
た
め
、
各
市
区
町

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

通
知
書
の
振
り
仮
名
が
正
し
い
場

合
は
届
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

誤
っ
て
い
る
場
合
は
令
和
8
年
5
月

25
日
ま
で
に
届
出
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

届
出
は
、
窓
口
や
郵
送
の
ほ
か
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用
し
て
オ
ン

ラ
イ
ン
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

届
出
が
な
か
っ
た
場
合
、
令
和
8

年
5
月
26
日
以
降
に
、
通
知
書
へ
記

載
さ
れ
た
振
り
仮
名
が
戸
籍
に
記
載

さ
れ
ま
す
。

戸
籍
の
振
り
仮
名
制
度
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

マスコット
キャラクター
コセキツネ

法務省ホームページ
はこちらから
見られます

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
、

申
請
サ
ポ
ー
ト
、
電
子
証
明
書
の
更

新
手
続
の
た
め
の
休
日
窓
口
を
開
設

し
ま
す
。
平
日
の
受
付
時
間
内
で
の

来
庁
が
困
難
な
場
合
に
、
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

開
設
日

６
月
29
日
㈰

受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

受
付
窓
口

市
役
所
本
庁
舎
１
階
総
合
窓
口
課

注
意
事
項

・
本
庁
舎
の
み
で
の
実
施
で
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
係
以
外

の
手
続
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
当
日
の
混
雑
状
況
に
よ
っ
て
、
お

待
た
せ
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

☎
㉕
９
４
０
０

マイナンバー
カードの詳細は
こちらから
見られます

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
係

手
続
の
た
め
の
休
日
窓
口
を

開
設
し
ま
す

問
合
せ

総
合
窓
口
課
住
民
異
動
係

☎
㉕
９
４
０
１
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

2223 広報はまだ：令和７年６月号

　会議期間　６月23日㈪～７月8日㈫（16日間）

　６月23日㈪　本会議　開会　提案説明
　　　　　　　全員協議会
　　　24日㈫　本会議　一般質問
　　　25日㈬　本会議　一般質問
　　　26日㈭　本会議　一般質問
　　　27日㈮　本会議　一般質問
　　　30日㈪　本会議　議案質疑
　７月１日㈫　総務文教委員会
　　　２日㈬　福祉環境委員会
　　　３日㈭　産業建設委員会
　　　４日㈮　予算決算委員会
　　　７日㈪　予算決算委員会（予備）
　　　８日㈫　本会議　委員長報告　採決　散会
 　　　 全員協議会　議会運営委員会

　問合せ　議会事務局　☎㉕９８００

相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す

市
民
税
・
県
民
税
・
森
林
環
境
税

と
国
民
健
康
保
険
料
の
決
定
通
知
書

を
６
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

こ
れ
に
併
せ
、市
民
税・県
民
税・

森
林
環
境
税
、
国
民
健
康
保
険
料
に

つ
い
て
の
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

期
間

６
月
13
日
㈮
〜
26
日
㈭

（
土
・
日
を
除
く
）

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
5
時

会
場

市
民
税
・
県
民
税
・
森
林
環
境
税

市
役
所
本
庁
舎
２
階
税
務
課

国
民
健
康
保
険
料

市
役
所
本
庁
舎
１
階
保
険
年
金
課

※

各
支
所
市
民
福
祉
課
で
も
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

減
免
制
度
に
つ
い
て

失
業
や
事
業
不
振
な
ど
に
よ
り
納

税
（
納
付
）
が
困
難
な
人
は
、
一
定

の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
、
申
請
に
よ

り
、「
市
民
税
・
県
民
税
・
森
林
環

境
税
」
又
は
「
国
民
健
康
保
険
料
」

が
減
免
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

今
年
の
収
入
状
況
が
分
か
る
資
料

と
預
貯
金
通
帳
を
準
備
し
、
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
聞
き
取
り
や

金
融
機
関
な
ど
の
調
査
に
よ
り
、
実

市
民
税
・
県
民
税
・
森
林
環

境
税
と
国
民
健
康
保
険
料
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

際
に
納
税
（
納
付
）
が
困
難
か
ど
う

か
を
確
認
し
、
減
免
に
該
当
す
る
か

を
判
断
し
ま
す
。

※

市
独
自
の
支
援
策
と
し
て
、
世

帯
主
と
国
保
加
入
者
が
非
課
税
の

世
帯
に
属
す
る
23
歳
未
満
の
国
保

加
入
者
の
国
民
健
康
保
険
料
均
等

割
を
全
額
減
免
し
ま
す
。
対
象
と

見
込
ま
れ
る
世
帯
に
は
申
請
書
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

市
民
税
・
県
民
税
・
森
林
環
境
税

税
務
課
市
民
税
係

☎
㉕
９
２
３
２

国
民
健
康
保
険
料

保
険
年
金
課
国
保
係

☎
㉕
９
４
１
０

税
務
・
納
税

市
で
は
、
地
震
に
よ
る
危
険
な
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
を
未
然
に
防
ぎ
、

子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
、
通
学

路
沿
い
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
除
却
と

フ
ェ
ン
ス
な
ど
へ
の
建
替
え
に
か
か

る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
事
業

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
除
却
事
業

通
学
路
に
面
し
て
設
け
ら
れ
て
い

る
危
険
な
補
強
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
造
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ

ク
造
、
れ
ん
が
造
、
石
造
な
ど
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
を
全
て
除
却
す
る
も
の

フ
ェ
ン
ス
な
ど
へ
の
建
替
え
事
業

上
記
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
全
て
除
却

し
た
場
所
に
金
属
製
フ
ェ
ン
ス
、
板

塀
、
生
垣
な
ど
を
設
け
る
も
の

※

フ
ェ
ン
ス
な
ど
の
設
置
だ
け
で

は
、
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※

ブ
ロ
ッ
ク
塀
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
塀

へ
の
建
替
え
も
補
助
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
と
は

補
助
の
対
象
と
な
る
危
険
な
ブ

ロ
ッ
ク
塀
と
は
、
①
か
②
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
も
の
で
す
。

①
「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
点
検
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
」
に
1
つ
で

も
チ
ェ
ッ
ク
の
付
い
た
も
の

子

育

て

令
和
７
年
度

児
童
手
当
に
つ
い
て

児
童
手
当
の
現
況
届
に
つ
い
て

現
況
届
は
、
児
童
手
当
を
受
給
し

て
い
る
人
が
引
き
続
き
児
童
手
当
を

受
け
取
る
資
格
を
満
た
し
て
い
る
か
、

毎
年
6
月
1
日
現
在
で
確
認
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。
公
簿
な
ど
で
確
認

す
る
こ
と
で
原
則
届
出
が
不
要
と
な

り
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
現
況
届
の

提
出
が
必
要
な
次
の
人
に
は
、
市
か

ら
案
内
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
期
限

内
に
必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
が
な
い
場
合
、
６
月
以
降
の

手
当
が
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

現
況
届
の
提
出
が
引
き
続
き
必
要
な
人

①
児
童
と
住
民
票
上
別
居
し
て
い
る
人

②
離
婚
協
議
中
で
配
偶
者
と
別
居
し

て
い
る
人

③
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
な
ど
に
よ
り
、

住
民
票
登
録
が
浜
田
市
以
外
の
人

④
支
給
要
件
児
童
の
戸
籍
や
住
民
票

が
な
い
人

⑤
第
3
子
以
降
加
算
算
定
対
象
（
大

学
生
年
代
）の
子
が
学
生
以
外（
無

職
又
は
勤
労
そ
の
ほ
か
）
の
人

⑥
法
人
で
あ
る
未
成
年
後
見
人
や
、

施
設
な
ど
の
受
給
者
の
人

⑦
そ
の
ほ
か
、
浜
田
市
か
ら
提
出
の

案
内
が
あ
っ
た
人

次
の
変
更
事
項
に
つ
い
て
市
に
届
出

が
必
要
な
人

①
児
童
を
養
育
し
な
く
な
っ
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
支
給
対
象
と
な
る

児
童
が
い
な
く
な
っ
た
時

②
第
3
子
以
降
加
算
算
定
対
象
（
大

学
生
年
代
）
の
子
を
養
育
し
な
く

な
っ
た
時

③
受
給
者
や
配
偶
者
、
児
童
、
第
３

子
以
降
加
算
算
定
対
象
（
大
学
生

年
代
）
の
子
の
住
所
、
氏
名
が
変

わ
っ
た
時

④
３
歳
未
満
の
児
童
が
い
る
受
給
者

で
、
自
身
（
受
給
者
）
の
加
入
年

金
な
ど
の
種
類
が
変
わ
っ
た
時

（
受
給
者
が
公
務
員
に
な
っ
た
時

を
含
む
）

⑤
離
婚
協
議
中
の
受
給
者
が
離
婚
を

し
た
時

令
和
７
年
度
の
支
給
日

６
月
６
日
㈮
、
８
月
７
日
㈭
、

10
月
７
日
㈫
、
12
月
５
日
㈮
、

令
和
８
年
２
月
６
日
㈮

※

児
童
手
当
の
支
給
日
は
、
令
和

6
年
10
月
の
児
童
手
当
制
度
改
正

以
降
、
偶
数
月
（
年
6
回
、
2
か

月
ご
と
）
の
支
給
へ
変
更
と
な
り

ま
し
た
。

提
出
・
問
合
せ

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
子
ど
も

政
策
係

☎
㉕
９
３
３
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

新
年
度
所
得
・
課
税
証
明
書
（
令

和
６
年
１
月
〜
12
月
の
所
得
の
証

明
）
を
発
行
し
ま
す
。

新
年
度
の
所
得
・
課
税
証
明
書
が

発
行
で
き
る
の
は
、
原
則
令
和
７
年

１
月
１
日
現
在
、
浜
田
市
に
住
民
登

録
が
あ
る
人
で
す
。

コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
す
る
場
合
は
、

窓
口
で
取
得
す
る
よ
り
も
、
手
数
料

が
１
０
０
円
お
得
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
コ
ン
ビ
ニ
で
は
、
取
得
日

現
在
、
浜
田
市
に
住
民
登
録
し
て
い

る
人
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

新
年
度
所
得
・
課
税
証
明
書

を
発
行
し
ま
す

健
康
・
福
祉

歯
周
疾
患
検
診
を

実
施
し
ま
す

歯
周
病
は
重
症
化
す
る
と
歯
を

失
っ
た
り
、
様
々
な
病
気
を
発
症
、

悪
化
さ
せ
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
早

期
発
見
の
た
め
に
も
、
歯
周
疾
患
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者

満
40
歳
（
昭
和
60
年
4
月
1
日
か

ら
昭
和
61
年
3
月
31
日
生
ま
れ
）、

満
50
歳
（
昭
和
50
年
4
月
1
日
か

ら
昭
和
51
年
3
月
31
日
生
ま
れ
）

の
浜
田
市
に
住
民
票
の
あ
る
人

実
施
場
所

市
内
の
実
施
歯
科
医
院

※

対
象
者
に
送
付
す
る
表
で
歯
科

医
院
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
内
容

問
診
、
歯
周
疾
患
検
査
、

歯
科
保
健
指
導

実
施
期
間

６
月
１
日
㈰
〜
11
月
30
日
㈰
ま
で

※

医
療
機
関
の
休
診
日
を
除
く

回
数

１
回

受
診
費
用

無
料

持
参
す
る
も
の

・
受
診
券
、
問
診
票

・
保
険
資
格
が
確
認
で
き
る
も
の

（
マ
イ
ナ
保
険
証
、
資
格
確
認
証
、

有
効
期
限
内
の
保
険
証
）

「
は
ま
チ
ャ
レ
」
応
援

団
体
・
応
援
賞
の
賞
品
提
供

事
業
者
を
募
集
し
ま
す

「
は
ま
だ
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

（
※
）」
の
チ
ラ
シ
を
配
付
し
て
い

た
だ
け
る
事
業
所
・
団
体
を
募
集
し

ま
す
。

ま
た
、
応
募
者
へ
「
は
ま
チ
ャ
レ

応
援
賞
」
と
し
て
賞
品
を
提
供
し
て

い
た
だ
け
る
事
業
所
な
ど
も
募
集
し

ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※

は
ま
だ
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

と
は

１
日
５
０
０
０
歩
・
８
０
０
０
歩

を
目
標
に
歩
く
こ
と
や
、
運
動
・
食

生
活
・
社
会
参
加
を
３
本
柱
と
し
て
、

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
き
っ
か
け

を
つ
く
り
、
市
民
主
体
の
健
康
づ
く

り
を
応
援
す
る
事
業

応
募
期
限

6
月
30
日
㈪

問
合
せ

健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ
く
り
係

☎
㉕
９
３
１
１

記
載
さ
れ
た
本
人
の
み
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

発
行
開
始
日

６
月
１
日
㈰
〜

発
行
窓
口

①
市
役
所
本
庁
舎
１
階
総
合
窓
口
課

②
市
役
所
本
庁
舎
２
階
税
務
課

③
各
支
所
市
民
福
祉
課

④
行
政
窓
口
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー

時
間

①
〜
③
平
日
開
庁
時

④
行
政
窓
口
の
あ
る
各
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

手
数
料

１
通
３
０
０
円

必
要
な
も
の

・
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

・
委
任
状
（
家
族
、
親
族
の
場
合
で

あ
っ
て
も
世
帯
主
が
違
う
場
合
は

委
任
状
が
必
要
で
す
）

コ
ン
ビ
ニ
で
の
取
得

利
用
で
き
る
店
舗

全
国
の
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・

ロ
ー
ソ
ン
（
ロ
ー
ソ
ン
・
ポ
プ
ラ
を

含
む
）・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

※

マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
が
設
置
し
て

あ
る
店
舗
の
み

時
間

午
前
６
時
30
分
〜
午
後
11
時

（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
・
保
守

点
検
日
な
ど
を
除
く
）

手
数
料

１
通
２
０
０
円

必
要
な
も
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

問
合
せ

税
務
課
税
制
係

☎
㉕
９
２
３
０

②
一
級
建
築
士
な
ど
の
有
資
格
者
が
、

不
適
合
箇
所
が
あ
る
と
認
め
た
も
の

補
助
金
額

次
の
①
〜
③
の
う
ち
、

最
も
低
い
金
額

①
補
助
対
象
事
業
費
の
3
分
の
2

②
補
助
対
象
事
業
費
の
１
ｍ
単
価
が

５
万
３
千
円
を
超
え
る
場
合
は
、

１
ｍ
単
価
５
万
３
千
円
と
し
た
額

③
20
万
円

受
付
期
間

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
除
却
工

事
に
着
手
す
る
日
の
７
日
前
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※

申
請
件
数
が
予
定
件
数
に
達
し

た
場
合
は
、
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

申
込
方
法

補
助
金
交
付
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
な

図
面
や
書
類
を
添
え
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※

申
請
書
は
、
建
築
住
宅
課
に
あ

り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

建
築
住
宅
課
指
導
係

☎
㉕
９
６
３
２

６月浜田市議会定例会議日程（予定） 通
学
路
沿
い
の

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

除
却
を
支
援
し
ま
す

問
合
せ

・
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ
く
り
係

☎
㉕
９
３
１
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課



広報はまだ：令和７年６月号

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

2425 広報はまだ：令和７年６月号

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

実施日・会場・定員
実施日・時間 会　場 定員

８月７日㈭ 午前 弥栄会館 15人
９月11日㈭ 午前 ふれあいジム・かなぎ 45人
９月12日㈮ 午前 三隅保健センター 40人
９月13日㈯ 午前 三隅保健センター 20人
９月14日㈰ 午前・午後 総合福祉センター 50人
９月15日㈷ 午前 総合福祉センター 30人

９月25日㈭ 午前 都川高齢者活動
促進センター 20人

９月26日㈮ 午前 旭保健センター 30人

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
を

算
定
し
、
決
定
通
知
書
を
６
月
中
旬

に
送
付
し
ま
す
。

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の
人

年
金
天
引
き
で
介
護
保
険
料
を
納

め
て
い
る
人
は
、前
半（
４
月・
６
月・

８
月
）
が
前
年
度
の
所
得
を
も
と
に

計
算
し
た
仮
徴
収
、
後
半
（
10
月
・

12
月
・
２
月
）
が
今
年
度
の
所
得
を

も
と
に
計
算
し
た
本
徴
収
で
す
。
本

徴
収
は
決
定
し
た
１
年
分
の
保
険
料

か
ら
仮
徴
収
分
を
差
し
引
い
た
額
を

年
度
の
後
半
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。

普
通
徴
収
（
納
付
書
払
い
や
口
座
振

替
）
の
人

決
定
し
た
介
護
保
険
料
の
年
額
を

６
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
年
10
回

で
納
め
ま
す
。
口
座
振
替
の
申
込
み

を
し
て
い
る
人
は
、
６
月
か
ら
翌
年

３
月
ま
で
の
毎
月
末
日
（
12
月
は
28

日
、
月
末
日
が
金
融
機
関
休
業
日
の

場
合
は
翌
営
業
日
）
に
指
定
の
口
座

か
ら
振
り
替
え
ま
す
。

保
険
料
の
減
免

風
水
害
や
火
災
な
ど
で
被
災
し
た

人
や
、
世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て
維

該当者（所得段階） 年間
保険料

本
人
が
住
民
税
非
課
税

世
帯
内
に
住
民
税

課
税
者
な
し

・生活保護を受給している人
・老齢福祉年金を受給している人
・本人の前年の課税年金収入額とその他
　の合計所得金額の合計が
  80.9万円以下の人　  　　（第１段階）

22,572円

本人の前年の課税
年金収入額とその
他の合計所得金額
の合計が

80.9万円を超え
120万円以下の人
　　　　（第２段階）

38,412円

120万円を超える人
　　　　（第３段階） 54,252円

世
帯
内
に
住
民
税

課
税
者
あ
り

本人の前年の課税
年金収入額とその
他の合計所得金額
の合計が

80.9万円以下の人
　　　　（第４段階） 71,280円

80.9万円を超える人
　　　　（第５段階） 79,200円

本
人
が
住
民
税
課
税

本人の前年の
合計所得金額が

120万円未満の人
　　　　（第６段階） 95,040円

120万円以上
170万円未満の人
　　　　（第７段階）

110,880円

170万円以上
210万円未満の人
　　　　（第８段階）

126,720円

210万円以上
320万円未満の人
　　　　（第９段階）

142,560円

320万円以上
420万円未満の人
　　　　（第10段階）

158,400円

420万円以上
520万円未満の人
　　　　（第11段階）

174,240円

520万円以上
620万円未満の人
　　　（第12段階）

190,080円

620万円以上の人
　　　　（第13段階） 205,920円

持
す
る
人
が
死
亡
・
失
業
・
事
業
を

廃
業
し
た
こ
と
な
ど
で
生
活
が
著
し

く
困
難
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
保
険

料
の
減
免
措
置
を
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
減
免
に
は
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

・
住
民
税
が
非
課
税
世
帯
の
第
1
段

階
か
ら
第
3
段
階
の
人
は
、
消
費

税
引
き
上
げ
に
伴
う
軽
減
措
置
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

・「
合
計
所
得
金
額
」
と
は
、
収
入

金
額
か
ら
必
要
経
費
に
相
当
す
る

金
額
を
控
除
し
た
金
額
の
こ
と
で
、

扶
養
控
除
や
医
療
費
控
除
な
ど
の

所
得
控
除
を
す
る
前
の
金
額
で
す
。

ま
た
、
長
期
譲
渡
所
得
や
短
期
譲

渡
所
得
が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
に

係
る
特
別
控
除
額
を
差
し
引
い
た

額
を
適
用
し
ま
す
。

・「
そ
の
他
の
合
計
所
得
金
額
」と
は
、

合
計
所
得
金
額
か
ら
公
的
年
金
な

ど
に
係
る
雑
所
得
を
除
い
た
所
得

金
額
の
こ
と
で
す
。

問
合
せ

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護

保
険
課

☎
㉕
１
５
２
０

受
け
て
み
ま
せ
ん
か

巡
回
総
合
ド
ッ
ク

市
で
は
、
生
活
習
慣
病
や
が
ん
な

ど
の
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治

療
、生
活
改
善
を
目
的
と
し
て
、「
巡

回
総
合
ド
ッ
ク
」
を
行
い
ま
す
。
短

時
間
（
約
1
時
間
）
で
、
様
々
な
検

査
が
受
け
ら
れ
る
上
、
歯
科
医
院
で

の
歯
周
疾
患
検
診
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

・
20
歳
以
上
（
平
成
18
年
３
月
31
日

以
前
生
ま
れ
）
の
浜
田
市
に
住
民

票
が
あ
る
人

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

・
ほ
か
の
ド
ッ
ク
な
ど
を
受
診
し
な

い
人
及
び
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
が
ん
検

診
の
助
成
を
受
け
な
い
人

はがきの記入例

（裏）
①住所　②氏名　③性別
④生年月日　⑤電話番号
⑥受診希望日時
第１希望日　月　日　（会場名）
　希望時間（午前・午後）
第２希望日　月　日　（会場名）
　希望時間（午前・午後）

（表）　〒697-8501

浜田市殿町１番地

浜田市健康医療対策課

「巡回総合ドック」係

巡回総合ドック
はこちらから
申し込めます

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
場
合

注
意
事
項

※

電
話
で
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※

受
診
希
望
者
１
人
に
つ
き
１
回

で
す
。
郵
便
の
場
合
は
、
１
枚
に

２
人
以
上
の
氏
名
を
記
入
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

※

記
載
さ
れ
た
人
以
外
が
受
診
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※

定
員
枠
の
都
合
に
よ
り
、
希
望

の
日
時
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※

こ
の
ド
ッ
ク
は
浜
田
市
国
民
健

康
保
険
の
特
定
健
康
診
査
、
島
根

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の

後
期
高
齢
者
健
康
診
査
と
同
等
の

健
診
と
し
て
扱
い
ま
す
。
抽
選
で

当
選
し
た
場
合
、「
特
定
健
診
受

診
券
」、「
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

受
診
券
」
の
返
却
を
お
願
い
し
ま

す
の
で
、
大
事
に
保
管
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
健
診
結
果

か
ら
特
定
保
健
指
導
の
案
内
や
医

療
機
関
受
診
勧
奨
な
ど
の
案
内
が

届
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

巡
回
総
合
ド
ッ
ク
に
は
、
胃
が

ん
・
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
前
立

腺
が
ん
（
男
性
の
み
）
の
検
査
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

島
根
大
学
医
学
部
附
属
病
院

肝
疾
患
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

動
画
配
信
に
つ
い
て
の
お
知

ら
せ

第
1
回
肝
臓
病
教
室
・
家
族
支
援

講
座
に
つ
い
て
、
同
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
動
画
配
信
を
し

ま
す
。

視
聴
可
能
期
間

６
月
１
日
㈰
〜
８
月
31
日
㈰

内
容

肝
臓
病
教
室

「
筋
肉
は
第
２
の
肝
臓
〜
体
を
動

か
し
て
肝
臓
を
守
る
！
〜
」

講
師

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
消
化
器

内
科
部
長

古
田
晃
一
朗
さ
ん

家
族
支
援
講
座

「
肝
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
〜

や
っ
て
み
よ
う
肝
炎
体
操
・
浜
田

バ
ー
ジ
ョ
ン
〜
」

講
師

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

・
消
化
器
内
科
部
長

古
田
晃
一
朗
さ
ん

・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
理
学
療
法
士

磨
井
祥
吾
さ
ん
、
古
田
光
さ
ん

視
聴
方
法

肝
疾
患
相
談
・
支
援
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

島
根
大
学
医
学
部
附
属
病
院

肝
疾
患
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
３
⑳
２
７
２
１

浜
田
市
の
同
じ
が
ん
検
診
を
受
け

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

既
に
歯
周
病
な
ど
で
治
療
中
の

場
合
、
歯
周
疾
患
検
診
を
受
け
る

必
要
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
も
自
己
負
担
金
は
同
額

と
な
り
ま
す
。

申
込
結
果
の
お
知
ら
せ

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行

い
ま
す
。
抽
選
の
結
果
は
、
６
月
下

旬
に
応
募
者
全
員
へ
通
知
し
ま
す
。

抽
選
後
、
再
度
申
請
書
の
提
出
が
必

要
で
す
。

問
合
せ

健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ
く
り
係

☎
㉕
９
３
１
１

検
査
項
目

全
年
齢
対
象

・
問
診
、
血
圧
測
定
、
身
体
計
測
、

心
電
図
検
査
、
腹
部
エ
コ
ー
検
査

（
肝
臓
・
腎
臓
・
す
い
臓
・
胆
の

う
・
脾
臓
）、
血
液
検
査
（
白
血

球
・
赤
血
球
・
血
色
素
・
ヘ
マ
ト

ク
リ
ッ
ト・血
小
板
）・生
化
学（
肝

機
能
検
査
、
腎
機
能
検
査
、
血
中

脂
質
検
査
、
血
糖
検
査
、
痛
風
検

査
）、
尿
検
査
（
蛋
白・糖・潜
血
）、

内
科
診
察

・
歯
周
疾
患
検
診
（
別
途
市
内
歯
科

医
院
へ
受
診
が
必
要
で
す
）

40
歳
以
上
対
象

・
胃
部
バ
リ
ウ
ム
検
査
、
胸
部
Ｘ
線

検
査
、
便
潜
血
検
査
、
前
立
腺
疾

患
検
査
（
50
歳
以
上
男
性
）、
血

液
検
査
（
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
、
Ｈ
Ｓ
Ｖ

抗
体
、
甲
状
腺
検
査
、
ペ
プ
シ
ノ

ゲ
ン
検
査
、
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）、眼
底
検
査
、

眼
圧
検
査
、
視
力
検
査
、
聴
力
検

査
、
骨
密
度
検
査

歯
周
疾
患
検
診

実
施
期
間

決
定
通
知
日
〜
11
月
30
日
㈰

（
医
療
機
関
の
休
診
日
を
除
く
）

会
場

市
内
歯
科
医
院

（
別
途
通
知
し
ま
す
）

申
込
期
間

６
月
13
日
㈮
必
着

自
己
負
担
金
（
ド
ッ
ク
の
受
診
日
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

・
20
〜
39
歳

３
０
０
０
円

・
40
歳
以
上

８
０
０
０
円

検
査
委
託
機
関

・
Ｊ
Ａ
島
根
厚
生
連

・
歯
周
疾
患
検
診
は
市
内
歯
科
医
院

申
込
方
法

郵
便（
は
が
き・封
書
）

又
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

郵
便
の
場
合

受
診
希
望
者
の
①
住

所
②
氏
名
③
性
別
④
生
年
月
日
⑤

日
中
連
絡
先
電
話
番
号
⑥
受
診
希

望
日
時
・
会
場
名
（
第
１
希
望
、

第
２
希
望
の
日
程
）
及
び
、
希
望

時
間
（
午
前
・
午
後
）
を
必
ず
記

入
の
上
、送
付
し
て
く
だ
さ
い（
先

着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
希
望

に
沿
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

宛
先

〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

浜
田
市
殿
町
１
番
地

浜
田
市
健
康
医
療
対
策
課

「
巡
回
総
合
ド
ッ
ク
」
係

ホームページ
はこちらから
見られます

令
和
７
年
度
の
介
護
保
険
料

を
お
知
ら
せ
し
ま
す



広報はまだ：令和７年６月号

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

2627 広報はまだ：令和７年６月号

乳がん検診
対象　40歳以上（昭和61年４月１日以前生まれ）の
　　　女性で２年に１回の受診間隔の人

【医療機関で受診する場合】（要予約）
予約先　浜田医療センター内健診センター
　　　　☎㉘７７００
予約受付時間 10:00～12:00､ 14:00～16:00

実施期間
令和８年２月27日㈮まで
毎週火・木・金曜日
検診当日受付時間　14:30～15:00
検査時間　15:00～17:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター

【検診車で受診する場合】（要予約）
予約先　島根県環境保健公社
　　　　☎０５７０- ０８５- １１１
　　　　（音声案内後③を押す）
予約受付時間　8:30～12:00
             13:00～17:15

実施日 受付時間 会　場

６月11日㈬
9:00～10:00 杵束まちづくりセンター

13:00～15:30 浜田市役所

６月13日㈮
 9:00～11:30 国府まちづくりセンター

13:00～15:00 浜田合同庁舎

※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）
を受けられません。

・ペースメーカー装着者・妊娠中、授乳中の人
・豊胸手術実施者
・水頭症のためVPシャントをしている人
・乳房手術後１年以内の人・卒乳後６か月未満の人

特
定
健
康
診
査
・
後
期
高
齢

者
健
康
診
査
・
前
立
腺
が
ん

検
診
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

を
実
施
し
ま
す

期
間

６
月
１
日
㈰
〜
11
月
30
日
㈰

※

医
療
機
関
の
休
診
日
を
除
く

特
定
健
康
診
査
・
後
期
高
齢
者
健
康

診
査40

歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
は
、
加

入
す
る
医
療
保
険
者
が
実
施
す
る
特

定
健
康
診
査
を
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
加
入
者
は
、
島
根
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
が
実
施
す
る
健
康

診
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

健
診
の
受
診
方
法

①
対
象
と
な
る
人
に
は
、
健
康
診
査

の
受
診
券
が
医
療
保
険
者
か
ら
届

き
ま
す
。

※

次
の
人
に
は
受
診
券
は
送
付
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

・
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
今
年

度
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
を
受

診
予
定
の
人

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
で

脳
ド
ッ
ク
を
受
診
予
定
の
人

・
特
定
保
健
指
導
を
受
け
て
い
る
人

②
指
定
の
医
療
機
関
又
は
集
団
健
診

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の

受
診
券
、
保
険
資

格
が
確
認
で
き
る
も
の
、
質
問
票

※

健
康
手
帳
、
前
年
度
の
受
診
結
果

票
が
あ
れ
ば
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
金

無
料

※
浜
田
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
及

び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

※

こ
の
ほ
か
は
加
入
す
る
医
療
保

険
者
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容

加
入
す
る
医
療
保
険
や
個
人

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

集団健診健診日・会場

健診日 会　場 予約受付
期間 申込先

８月７日㈭ 弥栄会館 ６月２日㈪
～20日㈮ 弥栄支所

９月11日㈭ ふれあいジム・かなぎ

７月１日㈫
～18日㈮

金城支所
９月12日㈮ 三隅保健センター 三隅支所

９月25日㈭ 都川高齢者
活動促進センター 旭支所

９月26日㈮ 旭保健センター 旭支所

※

午
前
中
に
受
診
す
る
人
は
朝
食

を
食
べ
ず
に
、
午
後
受
診
す
る
人

は
昼
食
を
食
べ
ず
に
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

※

広
報
は
ま
だ
４
月
号
と
同
時

配
布
し
た
令
和
７
年
度
各
種
健

（
検
）
診
日
程
表
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

集
団
健
診
で
の
受
診

健
診
日
・
会
場
を
選
び
、
予
約
受

付
期
間
内
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※

こ
の
集
団
健
診
は
、
全
国
健
康

保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）
の
被

扶
養
者
も
受
診
で
き
ま
す
。

問
合
せ

全
国
健
康
保
険
協
会
島
根

支
部
保
健
グ
ル
ー
プ

☎
０
８
５
２
59
５
１
３
９

国
民
健
康
保
険「
脳
ド
ッ
ク
」

追
加
募
集
を
行
い
ま
す

浜
田
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
加

入
者
の
健
康
の
保
持
増
進
と
病
気
の

早
期
発
見
を
目
的
と
し
て
脳
ド
ッ
ク

を
受
け
る
人
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

対
象
者

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

①
令
和
７
年
６
月
１
日
現
在
浜
田
市

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
、

９
月
１
日
現
在
74
歳
ま
で
（
昭
和

25
年
９
月
２
日
生
以
降
）
の
人

②
国
民
健
康
保
険
料
に
未
納
が
な
い

こ
と

③
令
和
７
年
度
浜
田
市
国
民
健
康
保

険
脳
ド
ッ
ク
、
人
間
ド
ッ
ク
及
び

浜
田
市
巡
回
総
合
ド
ッ
ク
の
助
成

を
受
け
て
い
な
い
こ
と

④
令
和
７
年
度
浜
田
市
国
民
健
康
保

険
特
定
健
康
診
査
を
受
け
て
い
な

い
こ
と

受
診
医
療
機
関

浜
田
医
療
セ
ン

タ
ー
内
健
診
セ
ン
タ
ー

受
診
期
間

９
月
１
日
㈪
〜
令
和
８

年
１
月
30
日
㈮
（
土
・
日
・
祝
日

は
除
く
）

※

受
診
日
は
、
市
が
指
定
し
ま
す
。

検
査
内
容

身
体
測
定
、
血
圧
測
定
、

血
液
検
査
、
心
電
図
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
頭

部
断
層
撮
影
、
Ｍ
Ｒ
Ａ
頭
部
の
血

管
撮
影
な
ど

（裏）
①住所
②氏名
③生年月日
④連絡先電話番号
⑤受診不可日
（ない場合は「なし」と記入）

（表）　〒697-8501

浜田市殿町１番地

浜田市保険年金課

「脳ドック追加募集」係

申
込
結
果
の
お
知
ら
せ

※

申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
を

行
い
ま
す
。
結
果
は
、
6
月
下
旬

に
通
知
し
ま
す
。

※

令
和
４
〜
６
年
度
に
助
成
を
受

け
て
い
な
い
人
を
優
先
し
ま
す
。

定
員

１
２
０
人
程
度

自
己
負
担
金

１
０
０
０
０
円

申
込
方
法

郵
便
は
が
き
（
85
円
の

も
の
）
に
受
診
希
望
者
の
①
住
所

②
氏
名
③
生
年
月
日
④
連
絡
先
電

はがきの記入例

話
番
号
⑤
受
診
期
間
の
う
ち
、
受

診
不
可
な
日
（
な
い
場
合
は
「
な

し
」）
を
必
ず
記
入
の
上
、
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

※

は
が
き
１
枚
で
１
人
の
申
込
み

と
し
ま
す
。

※

同
一
人
が
複
数
の
は
が
き
で
応

募
し
た
場
合
は
、
１
枚
の
み
有
効

と
な
り
ま
す
。

宛
先

〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

浜
田
市
殿
町
１
番
地

浜
田
市
保
険
年
金
課

「
脳
ド
ッ
ク
追
加
募
集
」
係

申
込
期
限

６
月
12
日
㈭
必
着

注
意
事
項

・
受
診
日
に
浜
田
市
国
民
健
康
保
険

の
資
格
を
喪
失
し
て
い
る
場
合

（
75
歳
に
な
り
後
期
高
齢
者
医
療

に
加
入
す
る
人
は
除
く
）
は
受
診

で
き
ま
せ
ん
。

・
同
年
度
内
に
助
成
が
受
け
ら
れ
る

の
は
、
浜
田
市
国
民
健
康
保
険
の

「
脳
ド
ッ
ク
」、「
人
間
ド
ッ
ク
」、

浜
田
市
の
「
巡
回
総
合
ド
ッ
ク
」

の
い
ず
れ
か
一
つ
で
す
。

・
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
装
着
し
て
い

る
人
は
脳
ド
ッ
ク
の
受
診
が
で
き

ま
せ
ん
。

・
閉
所
恐
怖
症
の
人
は
検
査
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
な
ど
、
体
内
に
金

属
製
の
も
の
を
装
着
し
て
い
る
人

は
頭
部
M
R
I
及
び
頭
部
M
R
A

を
受
診
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
か
か
り
つ
け
医

な
ど
に
相
談
の
上
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

保
険
年
金
課
国
保
係

☎
㉕
９
４
１
０

乳がん検診（検診車）
予約はこちらから
できます

子宮頸がん検診
【医療機関で受診する場合】（要予約）
対象　20歳以上65歳まで（昭和35年４月２日～
　　　平成18年４月１日生まれ）の女性

実施期間

山根病院　三隅分院
レディースクリニック（三隅町）
令和８年２月28日㈯まで

浜田医療センター内　健診センター
令和８年２月27日㈮まで

実施場所

山根病院　三隅分院　☎32４３４３
レディースクリニック（三隅町）
実施日
（予約受付時間）
　　　　毎週月・水・木曜日
        9:00～12:00､ 13:00～17:00
  毎週火曜日　9:00～12:00
        第1､ 第3土曜日 9:00～12:00

浜田医療センター内　健診センター
☎㉘７７００
予約受付時間　10:00～12:00､
              14:00～16:00
実施日　毎週月～金曜日
当日受付　 9:00～ 9:30
検査時間　10:00～

６月各種がん検診の日程

・体調が優れない場合は受診は控えてください。
・マスク着用は個人の判断となりますが、重症化
リスクの高い人（高齢者、基礎疾患のある人な
ど）に感染を広げないために、検診時のマスク
着用のご協力をお願いします。

・同一年度内に同じ検診を複数回受けた場合、２
回目以降全額自己負担となります（妊婦健診の
HPV検査含む）。

・各がん検診には標準的な受診間隔があり、その
間隔に当てはまらない場合受診をお断りするこ
とがあります。

医
療
機
関
で
の
受
診

受
診
券
と
同
封
の
ち
ら
し
を
確
認

し
、
実
施
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
事

前
予
約
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

前
立
腺
が
ん
検
診

血
液
検
査
で
簡
単
に
わ
か
る
検
査

で
す
。

対
象

浜
田
市
に
住
民
票
が
あ
る
50

歳
以
上
（
昭
和
51
年
４
月
１
日
以

前
生
ま
れ
）
の
男
性

持
参
す
る
も
の

健
康
手
帳
が
あ
れ

ば
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
金

無
料

※

同
じ
年
度
内
で
複
数
回
受
診
し

た
場
合
、
２
回
目
以
降
は
全
額
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

肝
が
ん
や
肝
硬
変
の
予
防
を
推
進

す
る
た
め
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を

実
施
し
ま
す
。
一
生
涯
で
１
回
受
け

れ
ば
良
い
検
査
で
す
。
血
液
検
査
に

よ
り
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
と

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
２
種
類

の
検
査
を
行
い
ま
す
。

対
象
浜
田
市
に
住
民
票
が
あ
り
、
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
受
診
券
が
送
付
さ

れ
た
人
で
、
過
去
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人

持
参
す
る
も
の

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

診
受
診
券
、
問
診
票

※

健
康
手
帳
が
あ
れ
ば
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
金

無
料

問
合
せ

健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ

く
り
係

☎
㉕
９
３
１
１

　問合せ
　　健康医療対策課健康づくり係　☎㉕９３１１
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2829 広報はまだ：令和７年６月号

食 育 コラムコラム

６月は食育月間、19日は食育の日です。
　浜田市の40歳～74歳を対象に実施した健診（※）では、高血圧や糖尿病の割合が高く、生活習
慣では喫煙や朝食の欠食、飲酒などが課題となっています。
　減塩や野菜摂取は、高血圧や糖尿病、動脈硬化などの予防や、心筋梗塞や脳卒中などのリスク
低減に効果があると言われています。
　市では、「元気な浜田は野菜たっぷり塩ちょっぴり」を合言葉に、野菜摂取の増加や減塩の取
組を推進しています。
　※　令和４年度国保特定健康診査と協会けんぽ健康診査

「元気な浜田は野菜たっぷり塩ちょっぴり」の推進

問合せ 健康医療対策課健康づくり係
　　　　☎㉕９３１１

●「野菜たっぷり」ポイント

おいしく減塩するコツ
１. 栄養成分表示を確認して、食塩（相当量）の
　  少ない食品を選ぶ
２. みそ汁は具だくさんにする

　色の濃い野菜が両手に1杯、色の薄
い野菜が両手２杯が目安量です。
　また、350gの野菜を料理にすると、
手のひらサイズの小鉢で５～６皿程度
になります。

食塩は男性7.5g/日未満、女性は6.5g/日未満が目標
（高血圧の人は男女とも１日あたり６ｇ未満）

【料理例】

保
険
・
医
療

年

金

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

保
険
料
を
未
納
に
し
て
お
く
と
、

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

収
入
の
減
少
や
失
業
な
ど
の
理
由

か
ら
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な

と
き
、
申
請
す
れ
ば
納
付
が
免
除
又

は
猶
予
（
先
延
ば
し
）
さ
れ
る
制
度

で
す
。

保
険
料
の
免
除
制
度

免
除
の
種
類
は「
全
額
免
除
」・「
４

分
の
３
免
除
」・「
半
額
免
除
」・「
４

分
の
１
免
除
」
が
あ
り
ま
す
。

免
除
の
条
件
は
、本
人・世
帯
主・

配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下

で
あ
る
こ
と
で
す
。

保
険
料
の
納
付
猶
予
制
度

（
20
歳
以
上
50
歳
未
満
の
人
が
対
象
）

本
人
・
配
偶
者
の
所
得
が
全
額
免

除
の
範
囲
以
内
で
あ
れ
ば
、
保
険
料

の
納
付
を
猶
予
さ
れ
ま
す
。

申
請
受
付

７
月
１
日
㈫
〜

（
令
和
７
年
７
月
か
ら
の
免
除
・

猶
予
申
請
分
）

※

保
険
料
の
納
付
期
限
か
ら
２
年

を
経
過
し
て
い
な
い
期
間
（
申
請

時
点
か
ら
２
年
１
か
月
前
ま
で
の

期
間
）
の
場
合
は
、
遡
っ
て
免
除

な
ど
を
申
請
で
き
ま
す
（
学
生
納

付
特
例
も
同
様
）。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
分
か
る
も
の

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
又
は
雇

用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
な
ど

（
失
業
な
ど
に
よ
る
申
請
の
場
合
）

※

免
除
又
は
猶
予
さ
れ
た
保
険
料

は
、
10
年
以
内
（
老
齢
基
礎
年
金

を
受
給
す
る
ま
で
）
で
あ
れ
ば
後

か
ら
追
納
し
て
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
額
を
満
額
に
近
づ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
歯
科
口
腔
健
診

を
実
施
し
て
い
ま
す

75
歳
頃
か
ら
、
か
む
力
や
食
べ
る

力
が
低
下
し
て
き
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
「
い
き
い
き
」
と
暮

ら
し
て
い
く
た
め
に
も
、
歯
科
口
腔

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者

76
歳
か
ら
85
歳
（
昭
和
15

年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
25
年
4
月

1
日
生
ま
れ
）
の
浜
田
市
に
住
民

票
の
あ
る
人

※

病
院
・
施
設
な
ど
に
入
院
・
入

所
し
て
い
る
人
、
ほ
か
の
保
健
事

業
の
歯
科
口
腔
健
診
を
受
け
た
人

は
対
象
外
で
す
。

※

歯
が
な
く
て
も
（
入
れ
歯
（
義

歯
）
の
人
も
）
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※

要
介
護
３
以
上
の
人
は
訪
問
健

診
を
利
用
で
き
ま
す
。

実
施
場
所

市
内
の
実
施
歯
科
医
院

※

対
象
者
に
送
付
し
た
表
で
歯
科

医
院
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※

こ
の
ほ
か
県
内
実
施
歯
科
医
院

で
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

事
前
に
受
診
す
る
歯
科
医
院
へ

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
内
容

歯
や
歯
肉
な
ど
口
の
中

の
状
態
や
飲
み
込
み
な
ど
の
機
能

を
、
問
診
や
歯
科
医
に
よ
る
診
察

な
ど
で
調
べ
ま
す
。

実
施
期
間

６
月
１
日
㈰
〜
11
月
30
日
㈰
ま
で

※

医
療
機
関
の
休
診
日
を
除
く

回
数

１
回

受
診
費
用

無
料

※

訪
問
健
診
を
受
け
る
際
に
、
歯

科
医
師
が
訪
問
す
る
際
の
交
通
費

が
か
か
っ
た
場
合
は
、
交
通
費
を

負
担
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

持
参
す
る
も
の

受
診
券
（
対
象
者

に
送
付
し
て
い
ま
す
）・
保
険
資

格
が
確
認
で
き
る
も
の
（
マ
イ
ナ

保
険
証
、
資
格
確
認
書
、
有
効
期

限
内
の
保
険
証
）

※

訪
問
健
診
の
人
は
訪
問
健
診
受

診
案
内
と
同
意
書

問
合
せ

受
診
券
に
つ
い
て

保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

☎
㉕
９
４
１
２

健
診
内
容
に
つ
い
て

・
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ
く
り
係

☎
㉕
９
３
１
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

第
十
二
回
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺
族

で
、
令
和
7
年
4
月
1
日
に
お
い
て
、

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受

け
る
人
が
い
な
い
場
合
に
特
別
弔
慰

金
（
記
名
国
債
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
者

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位

の
遺
族
1
人

①
令
和
7
年
4
月
1
日
ま
で
に
戦
傷

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
人

②
戦
没
者
な
ど
の
子

③
戦
没
者
な
ど
の
父
母
・
孫
・
祖
父

母・兄
弟
姉
妹（
上
か
ら
優
先
順
）

※

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
、
生

計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
な
ど

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う

か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替
わ
り

ま
す
。

④
①
か
ら
③
以
外
の
戦
没
者
な
ど
の

三
親
等
内
の
親
族（
甥・姪
な
ど
）

※

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
、

引
き
続
き
1
年
以
上
の
生
計
関
係

を
有
し
て
い
た
人
に
限
り
ま
す
。

支
給
内
容

額
面
２
７
５
０
０
０
円

（
5
年
償
還
の
記
名
国
債
）

請
求
期
間

令
和
10
年
3
月
31
日
ま
で

請
求
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
戸
籍

抄
本
な
ど
必
要
書
類
の
手
数
料
、

運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
が
で

き
る
書
類

※

請
求
者
が
過
去
に
特
別
弔
慰
金

の
請
求
を
し
た
こ
と
が
あ
る
か
な

ど
の
状
況
に
よ
り
、
提
出
す
る
書

類
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

市
役
所
東
分
庁
舎
地
域
福
祉
課
及

び
各
支
所
市
民
福
祉
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
別
窓
口

開
設
期
間

６
月
30
日
㈪
ま
で
の
開
庁
日

※

開
設
期
間
外
に
お
い
て
は
、
市

役
所
東
分
庁
舎
及
び
各
支
所
市
民

福
祉
課
窓
口
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所市

役
所
本
庁
舎
１
階
市
民
ロ
ビ
ー

請
求
・
問
合
せ

・
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

☎
㉕
９
３
０
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

野菜は１日に350gが目標
色の薄い野菜
両手２杯

色の濃い野菜
両手1杯

●「塩ちょっぴり」ポイント

３. 酸味（酢、レモンなど）、香り（しょうが、しそなど）
　 辛味（唐辛子、カレー粉など）で味にアクセント

をつける
４. 麺類の汁はできるだけ残す

申
請
・
問
合
せ

・
浜
田
年
金
事
務
所

☎
㉒
０
６
７
０

・
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

☎
㉕
９
４
１
１
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3031 広報はまだ：令和７年６月号

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

協
会
け
ん
ぽ
加
入
者
の
被
扶

養
者
の
皆
さ
ん
が
受
診
で
き

る
健
診
は
、
協
会
け
ん
ぽ
の

特
定
健
康
診
査
で
す

国際交流員コラム

オーストラリアの秋

　皆さん、こんにちは。H
ハ ウ

ow a
ア ー

re y
ユ ー

ou?
　国際交流員のニコラスです。
　春も終盤になりましたね。日本では緑の季節ですが、
オーストラリアの今の季節は秋。冬に向けての季節の
変わり目を期待して、わくわくしながら過ごしていま
す。
　今回は、オーストラリアの秋について紹介したいと
思います。
　オーストラリアでは、紅葉は珍しいのですが、紅葉
がないというわけではありません。地理によって落葉
樹は日本より珍しく、生えないことが多いです。
　しかし、南部に位置するタスマニア州では、毎年４
月中旬から固有の落葉樹である「f

フ ァ ー ガ ス

agus（ブナ）」の
葉が、金色や赤色、錆のような色になります。
　私の出身地であるビクトリア州の、歴史的に古い建
物や教会などがあふれる魅力的なB

ブ ラ イ ト

rightという町でも
紅葉を楽しめます。
　秋の４月上旬に、「サマータイム（※）」が終わると、
今まで進めていた時計の時針を１時間戻します。４月
から10月までは、夏より日が早く落ちて、一方で日が
昇るのは遅くなるので、「寝る時間が増える季節」で
あると、多くのオーストラリア人が言います。

　そして、オーストラリアの秋といえば、祝日です。全
国の祝日となっている「E

イ ー ス タ ー

aster (復活祭)」は、毎年日
にちは変わりますが、４月の下旬に行われます。キリス
ト教で最も大切にされているイースターでは、チョコ
レートエッグを子どもたちに贈り、また、十文字の飾り
がついているチョコレート味のパン「h

ホ ッ ト

ot c
ク ロ ス

ross b
バ ン

un」
を食べます。
　イスラム教やユダヤ教で、大事な祝日もこの時期にあ
ります。イスラム教には、１か月の断食月の終わりの
祭り「E

イ ー ド

id」があり、家族や親戚などと一緒に過ごした
り特別な食べ物を食べたりします。ユダヤ教の場合は、
「P

パ ス オ ー バ ー

assover（過ぎ越し）」という祭りがあって、特別な
祈念などを家族や親戚と一緒に行います。
　オーストラリアにも秋があり、紅葉や大切な祭りもた
くさんあります。
　皆さんは、暑くてトロピカルなオーストラリアのイ
メージになじみがあると思いますが、秋から冬にかけて
のオーストラリアの様子も気になりますでしょうか。

※　サマータイムとは、夏の間だけ生活時間を通常よ　
　り１時間早める制度です。

人

権

６
月
23
日
〜
29
日
は

男
女
共
同
参
画
週
間
で
す

男
女
共
同
参
画
週
間
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
（
内
閣
府
が
募
集
）

誰
で
も
、
ど
こ
で
も
、
自
分
ら
し
く

市
で
は
、
こ
の
期
間
に
男
女
共
同

参
画
推
進
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
す
。

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
防
災
」
で

す
。
ブ
ー
ス
内
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答

え
て
い
た
だ
い
た
人
に
、
防
災
グ
ッ

ズ
を
差
し
上
げ
ま
す
。
男
女
共
同
参

画
の
視
点
で
の
防
災
を
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間

６
月
23
日
㈪
〜
27
日
㈮

場
所市

役
所
本
庁
舎
1
階
市
民
ロ
ビ
ー

内
容男

女
共
同
参
画
啓
発
パ
ネ
ル
展
示

問
合
せ

人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー

☎
㉕
９
１
６
０

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
で
す

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁
護
委

員
法
に
基
づ
い
て
、
人
権
相
談
を
受

け
た
り
、
人
権
の
考
え
を
広
め
た
り

す
る
活
動
を
し
て
い
る
民
間
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。
人
権
相
談
を
受
け
、

問
題
解
決
の
手
伝
い
を
し
た
り
、
法

務
局
の
職
員
と
協
力
し
て
人
権
侵
害

に
よ
る
被
害
者
の
救
済
を
し
た
り
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
人
権
に
つ
い
て
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た

昭
和
24
年
6
月
1
日
を
記
念
し
て
、

毎
年
6
月
1
日
を
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
と
定
め
、
人
権
尊
重
の
大
切

さ
を
呼
び
か
け
る
日
と
し
て
、
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
に
人
権
へ
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
の
啓
発
活
動
な

ど
の
取
組
や
、
全
国
各
地
の
公
共
施

設
な
ど
に
お
い
て
、
全
国
一
斉
「
人

権
擁
護
委
員
の
日
」
特
設
人
権
相
談

所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
り
ま

す
の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

※

相
談
日
は
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

そ
の
ほ
か
、
各
地
の
法
務
局
で
は
、

常
時
、
人
権
擁
護
委
員
や
職
員
が
、

人
権
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
不
当
な
差
別
、
職
場
や
学

校
で
の
い
じ
め
や
嫌
が
ら
せ
、
相
談

間
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
「
こ
れ
は
人
権

上
問
題
で
は
」
と
感
じ
た
こ
と
が
あ

れ
ば
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間

平
日
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分
ま
で

面
接
・
電
話
で
の
相
談

松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局

☎
０
８
５
５
㉒
０
９
５
９

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

（
公
財
）
交
通
遺
児
育
英
会
で
は
、

令
和
７
年
度
の
奨
学
生
募
集
と
令
和

８
年
度
の
奨
学
生
の
予
約
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。

対
象保

護
者
な
ど
が
自
動
車
や
バ
イ
ク

の
事
故
な
ど
、
道
路
で
の
交
通
事

故
で
死
亡
・
重
い
後
遺
障
が
い
に

よ
り
働
け
な
い
た
め
、
経
済
的
に

修
学
が
困
難
な
生
徒
・
学
生
（
申

込
時
に
25
歳
ま
で
の
人
）

交
通
遺
児
奨
学
生
の
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す

奨
学
生
の
種
類

高
等
学
校
・
高
等

専
門
学
校
奨
学
生
、
大
学
・
短
期

大
学
奨
学
生
、
大
学
院
奨
学
生
、

専
修
学
校
奨
学
生

※

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

30
分
（
土
・
日
・
祝
日
・
本
会
の

休
業
日
を
除
く
）

応
募
・
問
合
せ

・（
公
財
）
交
通
遺
児
育
英
会

☎
０
３
‐
３
５
５
６
‐
０
７
７
３

・
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
52
１
２
８
６

対
象

協
会
け
ん
ぽ
の
40
〜
74
歳
の

被
扶
養
者

自
己
負
担
額

０
円
〜
１
７
３
８
円

※

島
根
県
内
の
健
診
機
関
の
場
合

申
込
方
法

希
望
の
健
診
機
関
に
直

接
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
受
診
の

際
に
は
「
受
診
券
」
と
「
マ
イ
ナ

保
険
証
な
ど
」
が
必
要
で
す
。

※

協
会
け
ん
ぽ
か
ら
費
用
補
助
が

あ
り
ま
す
。

※

受
診
券
は
4
月
に
自
宅
に
送
付

し
て
い
ま
す
。

※

健
診
実
施
機
関
や
受
診
方
法
は
、

協
会
け
ん
ぽ
島
根
支
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

全
国
健
康
保
険
協
会
島
根

支
部
保
健
グ
ル
ー
プ

☎
０
８
５
２
59
５
１
３
９

（
音
声
案
内
後
②
を
押
す
）

サントソ　ニコラス

「h
ホット

ot c
ク ロ ス

ross b
バ ン

un」

ビクトリア州にある「B
ブ ラ イ ト

right」という町の風景
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伝 言 板
まちかど募

　
　
集

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

先
着
順
で
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

（
公
営
住
宅
ほ
か
）

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付

随
時
（
新
規
に
募
集
す

る
住
宅
は
６
月
10
日
㈫
以
降
）

問
合
せ

公
営
住
宅（
浜
田・金
城・旭・三
隅
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
金
城
）

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

☎
㉕
０
５
３
５

放
送
大
学

10
月
生
募
集

出
願
期
間

第
１
回

６
月
10
日
㈫
〜
８
月
29
日
㈮

第
２
回

８
月
30
日
㈯
〜
９
月
11
日
㈭

入
学
説
明
会・相
談
会（
浜
田
会
場
）

日
時７

月
27
日
㈰

午
前
10
時
〜

８
月
22
日
㈮

午
前
９
時
〜

場
所

い
わ
み
ー
る

申
込
み

島
根
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

☎
０
８
５
２
㉘
５
５
０
０

対
象

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人

※

年
会
費
２
０
０
０
円

入
会
説
明
会
日
時

毎
月
20
日

午
後
１
時
30
分

（
休
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）

内
容

除
草
・清
掃
・剪せ

ん
て
い定

・会
社
な

ど
へ
の
派
遣
就
業
な
ど

問
合
せ

浜
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
㉓
４
６
８
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

〜
あ
な
た
の
豊
か
な
経
験
と

知
識
を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
旭
）

地
域
定
住
住
宅
（
弥
栄
・
三
隅
）

㈲
中
田
工
務
店

☎
42
１
２
０
３

地
域
定
住
住
宅
（
弥
栄
・
三
隅
）

建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
係

☎
㉕
９
６
３
０

介
護
の
悩
み
相
談

相
　
　
談

２
０
２
５
石
州
浜
っ
子
夏
ま
つ
り

日
時

８
月
９
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
後
５
時
〜
10
時
（
予
定
）

場
所

浜
田
漁
港
周
辺

市
民
の
店
出
店
者
募
集

出
店
資
格

浜
田
市
民
又
は
市
内
の

団
体
及
び
商
工
業
者

出
店
要
件

①
公
益
又
は
非
営
利
を
目
的
と
す
る

活
動
団
体

②
浜
田
市
観
光
協
会
・
浜
田
商
工
会

議
所
・
石
央
商
工
会
に
在
籍
し
、

過
去
に
同
一
店
舗
名
で
出
店
実
績

を
有
す
る
個
人
又
は
団
体

③
そ
の
ほ
か
の
個
人
又
は
団
体

定
員

20
店
舗
程
度
（
選
考・抽
選
）

料
金

３
０
０
０
０
円

（
テ
ン
ト
代
な
ど
）

申
込
み

６
月
16
日
㈪
ま
で
に
申
込

書
を
浜
田
市
観
光
協
会
へ

☎
㉔
１
０
８
５

※

今
後
の
検
討
次
第
で
、
出
店
が

中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

日
時

６
月
15
日
㈰

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

ス
ー
パ
ー
ダ
ッ
プ
ス

レ
ジ
横
イ
ー
ト
イ
ン
コ
ー
ナ
ー

料
金

無
料

問
合
せ

ほ
ほ
え
み
ラ
イ
フ

㈲
斎
藤
ア
ル
ケ
ン
工
業
福
祉
事
業
部

☎
㉕
０
３
０
９

「
も
う
一
度
看
護
が
し
た
い
」

そ
の
気
持
ち
を
応
援
し
ま
す

日
時

随
時

場
所

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
ラ
ボ
室

料
金

無
料

申
込
み
・
問
合
せ

健
康
医
療
対
策

課
地
域
医
療
対
策
係

☎
㉕
９
３
１
０

潜
在
看
護
師
復
職
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
受
講
者
募
集

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

就
業
相
談
会

　
　
　
移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク

日
時

６
月
11
日
㈬
・
７
月
９
日
㈬

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

料
金

無
料

問
合
せ

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
２
㉗
８
５
１
０

日
時

６
月
20
日
㈮

①
午
前
10
時
〜
正
午

②
午
後
１
時
〜
４
時

場
所

石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

料
金

無
料
（
３
回
目
以
降
の
継
続

相
談
か
ら
有
料
）

申
込
み
石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
へ

☎
㉒
４
５
１
４

石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

一
斉
相
談
会

狩
猟
免
許
試
験

狩
猟
免
許
試
験

日
時

６
月
22
日
㈰

午
前
９
時
〜

場
所

浜
田
合
同
庁
舎

申
請
・
問
合
せ
６
月
12
日
㈭
ま
で
に

資
格・試
験

難
病
患
者
就
労
相
談
会

対
象

難
病
患
者
及
び
そ
の
家
族
、

難
病
患
者
を
雇
用
す
る
事
業
者
な
ど

日
時

７
月
３
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

場
所

浜
田
保
健
所

会
議
室

料
金

無
料

申
込
み

６
月
20
日
㈮
ま
で
に
し
ま

ね
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

☎
０
８
５
３
㉔
８
５
１
０

教
室・講
座

日
時

６
月
14
日
㈯

午
前
９
時
45
分
〜
（
受
付
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

浜
田
養
護
学
校

内
容

講
義
・
体
験
「
障
が
い
に
つ

い
て
知
ろ
う
（
視
覚
障
が
い
）」

講
師

西
部
視
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー
ス
タ
ッ
フ

申
込
み

学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は

浜
田
養
護
学
校
へ
☎
㉒
２
２
０
０

浜
田
養
護
学
校

サ
ポ
ー
タ
ー
講
座

日
時
６
月
７
日
㈯（
毎
週
土
曜
日
）

午
前
９
時
〜
正
午

場
所

石
見
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

料
金

大
人　
　
　

２
０
０
円

高
校
生
以
下　
　
１
０
０
円

問
合
せ
浜
田
将
棋
ク
ラ
ブ
曽
根
さ
ん

☎
０
８
０-

６
２
４
９-

１
０
９
５

浜
田
将
棋
ク
ラ
ブ

将
棋
教
室

島
根
県
農
山
漁
村
振
興
課
鳥
獣
対
策
室
へ

☎
０
８
５
２
㉒
５
１
６
０

狩
猟
免
許
試
験
事
前
講
習
会

日
時

６
月
１
日
㈰

午
前
９
時
〜

場
所

浜
田
合
同
庁
舎

問
合
せ

猟
友
会

☎
０
８
５
２
㉒
４
１
２
９

対
象

・
就
職
を
希
望
さ
れ
て
い
る
人

・
３
日
間
と
も
参
加
可
能
な
人

・
あ
る
程
度
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き

る
人

日
時７

月
８
日
㈫
・
９
日
㈬
・
10
日
㈭

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

パ
ソ
コ
ン
資
格
取
得
コ
ー
ス

入
校
検
定
日

７
月
28
日
㈪

（
合
格
発
表

7
月
31
日
㈭
）

訓
練
期
間

８
月
８
日
㈮
〜
11
月
7
日
㈮

申
込
み

７
月
23
日
㈬
ま
で
に
入
校

願
を
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

パ
ソ
コ
ン
・
経
理
資
格
取
得
コ
ー
ス

入
校
検
定
日

８
月
６
日
㈬

（
合
格
発
表

８
月
８
日
㈮
）

訓
練
期
間

８
月
21
日
㈭
〜
12
月
19
日
㈮

訓
練
会
場

㈱
ソ
コ
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ

浜
田
営
業
所

申
込
み

７
月
31
日
㈭
ま
で
に
入
校

願
を
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

共
通

検
定
会
場

浜
田
合
同
庁
舎

定
員

15
人

受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

実
費
負
担
あ
り
）

選
抜
方
法

面
接
及
び
筆
記
試
験

（
国
語
・
数
学
）

問
合
せ

西
部
高
等
技
術
校
総
務
企
画
課

☎
０
８
５
６
㉒
２
４
５
０

西
部
高
等
技
術
校

離
職
者
等
再
就
職
訓
練

島
根
県
立
大
学

出
雲
キ
ャ
ン
パ
ス
公
開
講
座

フ
レ
イ
ル
予
防
〜
い
つ
ま
で
も
元
気

に
毎
日
を
送
る
た
め
に
〜

フ
レ
イ
ル
と
は

日
時

６
月
14
日
㈯

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

講
師

島
根
県
立
大
学
学
長

山
下
一
也
さ
ん

人
生
会
議
を
は
じ
め
ま
せ
ん
か

日
時

６
月
28
日
㈯

午
後
１
時
15
分
〜
２
時
45
分

講
師

島
根
県
立
大
学
看
護
栄
養
学

部
講
師

加
藤
さ
ゆ
り
さ
ん

場
所

ま
ち
な
か
交
流
プ
ラ
ザ

申
込
み

島
根
県
立
大
学
出
雲
キ
ャ

ン
パ
ス
地
域
連
携
推
進
室
に
電
話

又
は
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら

☎
０
８
５
３
⑳
０
２
０
０

就
労
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講
習

（
基
礎
＆
応
用
編
）
in
江
津

こちらから
申し込めます

場
所

ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
島
根

２
０
１
教
室
（
江
津
市
）

定
員

12
人

料
金

無
料

申
込
み

レ
デ
ィ
ー
ス
仕
事
セ
ン

タ
ー
浜
田
へ

☎
㉕
５
２
０
７

お
出
か
け

日
時

６
月
１
日
㈰
〜
12
月
28
日
㈰

の
土
・
日
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所

金
城
歴
史
民
俗
資
料
館

料
金

大
人　
　
　
　
３
０
０
円

　
　
　
中
学
生　
　
　
１
０
０
円

　
　
　
小
学
生　
　
　
　
６
０
円

※

25
人
以
上
の
団
体
割
引
あ
り

※

展
示
ガ
イ
ド
や
平
日
来
館
希
望
の

場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
西
中
国
山
地
民
具
を
守
る
会

☎
０
９
０-

４
６
９
７-

２
８
１
８

金
城
歴
史
民
俗
資
料
館
企
画
展

「
波
佐
ま
る
ご
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
展
」

学
べ
る
博
物
館
の
取
り
組
み

日
時

６
月
３
日
㈫
〜
７
月
10
日
㈭

休
館
日

月
曜
日

場
所

石
州
和
紙
会
館

料
金

無
料

問
合
せ

石
州
和
紙
会
館

☎
32
４
１
７
０

な
が
め

〜
長
雨
の
こ
ろ

　
　
　
森
田
千
晶
和
紙
展
〜

日
時

６
月
７
日
㈯

午
後
６
時
〜
11
時

新
市
誕
生
20
周
年
記
念
事
業

石
見
の
ま
ん
な
か
神
楽
市

浜
田
城
資
料
館
企
画
展

「
目
で
見
る
外
ノ
浦
と
船
道
具
」

日
時

６
月
7
日
㈯
〜
９
月
28
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

休
館
日

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は

翌
日
）
及
び
祝
日
の
翌
日

料
金

無
料

問
合
せ

浜
田
城
資
料
館

☎
㉘
７
１
５
１

場
所

地
域
交
流
プ
ラ
ザ

野
外
ス
テ
ー
ジ

料
金

無
料

問
合
せ

石
央
商
工
会
青
年
部

（
本
所
）
☎
42
０
０
７
０

部
門

①
小
学
生
低
学
年
の
部

②
小
学
生
高
学
年
の
部

③
中
学
生
の
部　
　
④
一
般
の
部

⑤
団
体
の
部

日
時

６
月
８
日
㈰

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

木
田
暮
ら
し
の
学
校

料
金

小
・
中
学
生

５
０
０
円

　
　
　
一
般　
　
　
　
７
０
０
円

　
　
　
団
体　
　
　
１
５
０
０
円

※

事
前
エ
ン
ト
リ
ー
歓
迎

※

当
日
参
加
可

申
込
み
・
問
合
せ

６
月
３
日
㈫
ま

で
に
木
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
へ

☎
45
１
１
０
５

元
祖
雑
巾
が
け

タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
in
木
田

新
市
誕
生
20
周
年
記
念
事
業

２
０
２
５
石
州
浜
っ
子
夏
ま
つ
り

市
民
の
店
出
店
者
募
集
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日
時

６
月
11
日
㈬
〜
７
月
30
日
㈬

（
毎
週
水
曜
日
）

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

場
所

県
立
体
育
館

料
金

１
５
０
０
円
（
年
会
費
）

問
合
せ

浜
田
盆
踊
り
口
説
き
同
好
会

岡
本
正
友
さ
ん

☎
㉓
１
４
３
０

浜
田
盆
踊
り
口
説
き
同
好
会

会
津
屋
八
右
衛
門
口
説
き
の
練
習
会

な
ん
っ
と
舞
い
ん
さ
る

ほ
ー
ほ
ー
ほ
た
る
こ
い
祭
り

日
時

６
月
14
日
㈯
〜
９
月
30
日
㈫

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

休
館
日

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は

翌
日
）
及
び
祝
日
の
翌
日

料
金

無
料

問
合
せ

浜
田
郷
土
資
料
館

☎
㉓
６
４
５
３

浜
田
郷
土
資
料
館
企
画
展

「
長
浜
焼
を
探
る

‐
置
物
を
中
心
と
し
て
‐
」

日
時

６
月
14
日
㈯

午
後
３
時
30
分
〜

ほ
た
る
鑑
賞

午
後
８
時
頃
〜

場
所

市
木
ふ
れ
あ
い
広
場

問
合
せ
市
木
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

☎
47
０
０
７
７

対
象

ひ
と
り
親
家
庭
（
父
子
を
含

む
）
と
寡
婦
の
人

日
時

６
月
14
日
㈯

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

浜
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

料
金

一
家
族
１
０
０
０
円

申
込
み

６
月
５
日
㈭
ま
で
に
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
課
へ

☎
㉕
９
３
３
１

母
子
会
連
合
会

さ
わ
や
か
交
流
会

日
時

６
月
21
日
㈯

午
前
11
時
〜
午
後
2
時

場
所

石
見
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

定
員

12
人

料
金

会
員　
　
　
６
０
０
円

　
　
　
非
会
員

１
２
０
０
円

王
の
中
国
料
理
教
室

〜
夏
至
に
ピ
ッ
タ
リ
！

本
格
中
国
料
理
を
作
ろ
う
！
〜

日
時

６
月
22
日
㈰

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

場
所

末
日
聖
徒
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
教
会
（
浅
井
町
１
５
８
０
第
二

龍
河
ビ
ル
６
階
）

料
金

無
料

申
込
み

平
野
さ
ん
へ

☎
０
９
０-

２
２
９
３-

４
０
５
９

非
常
時
へ
の
備
え
の
会

新
し
い
認
知
症
の
考
え
方
と
予
防

第
２
６
２
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

消
え
た
荒
相
村
の
歴
史
を
訪
ね

上
府
町
散
策

日
時

６
月
22
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
８
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所
波
子
海
水
浴
場
駐
車
場
に
集
合

料
金

２
０
０
円
（
資
料
代
）

問
合
せ

下
村
さ
ん
午
後
５
時
以
降

☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６
３
７

日
時

６
月
22
日
㈰

午
前
10
時
〜
11
時

場
所

石
州
和
紙
会
館

定
員

５
人

料
金

５
０
０
円
（
２
個
）

申
込
み

６
月
15
日
㈰
ま
で
に
石
州

和
紙
会
館
へ

☎
32
４
１
７
０

文
香
づ
く
り

　
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
時

６
月
22
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
12
時
30
分

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

料
金

無
料

申
込
み

浜
田
市
防
災
士
連
絡
会

小
川
さ
ん
へ

☎
０
９
０-

７
５
４
０-

６
６
０
８

防
災
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
ろ
う

備
え
よ
う
！
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に

〜
懐
か
し
い
童
謡
、
唱
歌
、
フ
ォ
ー

ク
ソ
ン
グ
な
ど
、
思
い
出
と
共
に
大

い
に
歌
い
ま
し
ょ
う
！
〜

日
時

６
月
26
日
㈭

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

※

毎
月
第
４
木
曜
日
開
催
（
10
月

ま
で
）

場
所

石
央
文
化
ホ
ー
ル

料
金

５
０
０
円

初
回
講
師

向
田
京
子
さ
ん

凛
々
歌
え
！
わ
が
心

日
時

６
月
25
日
㈬
〜
令
和
８
年
５

月
27
日
㈬
（
毎
月
第
４
水
曜
日
）

午
後
６
時
30
分
〜

場
所

浜
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

料
金

１
回
１
０
０
０
円

（
年
会
費
１
２
０
０
０
円
）

問
合
せ

半
場
篤
三
さ
ん

☎
０
９
０-

４
５
３
０-

３
７
０
８

浜
田
お
と
こ
の
料
理
教
室

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃

日
時

６
月
28
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所

畳
ヶ
浦
入
口

清
掃
場
所

畳
ヶ
浦
一
帯

問
合
せ

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民
１
０
０

０
人
の
会

牛
尾
さ
ん

☎
０
９
０-

８
２
４
４-

９
４
２
９

島
根
県
中
世
史
・

　
　
　
近
世
史
合
同
研
究
会

日
時

６
月
28
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

「
新
規
・
初
級
・
女
性
会
員
が
中
心

の
鑑
賞
会
」

日
時

６
月
29
日
㈰

正
午
〜
午
後
４
時

場
所

サ
ン
マ
リ
ン
浜
田
和
室

料
金

一
般　
　
３
０
０
０
円

大
学
生
以
下

２
０
０
０
円

問
合
せ

中
野
宅
吉
さ
ん

☎
０
８
０-

１
９
２
２-

３
９
４
６

第
１
９
１
回

石
州
刀
剣
会
・
鑑
賞
会
・
研
究
会

日
時

６
月
28
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所
県
立
体
育
館
・
県
立
石
見
武
道
館

開
催
種
目

ボ
ッ
チ
ャ
・
車
い
す
ス
ラ
ロ
ー

ム
・
ス
ポ
ン
ジ
テ
ニ
ス
な
ど

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

料
金

無
料

問
合
せ

島
根
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会

☎
０
８
５
２
60
５
０
５
３

島
根
県
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

し
ま
ね
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時

６
月
８
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

料
金

一
般　
　
　
８
０
０
円

高
校
生
以
下　
　
５
０
０
円

問
合
せ

茶
道
裏
千
家
淡
交
会
石
見

支
部

平
野
さ
ん

☎
㉒
０
２
３
６

平
和
の
祈
り
一
盌わ

ん

に
込
め
て

翠
明
茶
会

初
回
特
別
出
演
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
は
ま
だ

問
合
せ

つ
つ
み
さ
ん

☎
０
９
０-

４
８
９
４-

１
５
８
０

山
陰
浜
田
港
お
魚
料
理
教
室

日
時

７
月
24
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所

浜
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

講
師

長
野
操
子
さ
ん

定
員

小
学
生
・
保
護
者
合
わ
せ
て

20
人
（
抽
選
）

料
金

８
０
０
円

（
小
学
生・保
護
者
各
人
で
必
要
）

申
込
み

６
月
27
日
㈮
ま
で
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
又
は
申
込
書
を
水
産
振

興
課
内

浜
田
市
水
産
業
振
興
協

会
へ

☎
㉕
９
５
２
０こちらから

申し込めます

石
見
海
浜
公
園

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
時

８
月
31
日
㈰

午
前
８
時
受
付

場
所

石
見
海
浜
公
園
特
設
コ
ー
ト

定
員

混
合
の
部
32
チ
ー
ム

※

４
人
制
（
登
録
は
１
チ
ー
ム
６

人
以
内
、
男
性
の
同
時
プ
レ
ー
は

２
人
ま
で
）

料
金

１
チ
ー
ム
４
０
０
０
円

申
込
み

７
月
31
日
㈭
ま
で
に
申
込

書
と
参
加
料
を
現
金
書
留
に
て
郵

送
（
７
月
31
日
㈭
消
印
有
効
）
又

は
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

へ

☎
㉘
２
２
３
１

石
央
文
化
ホ
ー
ル
だ
よ
り

　
　
☎
㉒
２
１
０
０

グ
ラ
ン
ト
ワ
開
館
20
周
年
記
念

渡
辺
貞
夫
カ
ル
テ
ッ
ト
２
０
２
５

日
時

６
月
22
日
㈰

開
場

午
後
４
時
15
分
〜

開
演

午
後
５
時
〜

場
所

大
ホ
ー
ル

内
容

90
歳
を
越
え
て
な
お
第
一
線

で
活
躍
す
る
サ
キ
ソ
フ
ォ
ン
奏

者
、
レ
ジ
ェ
ン
ド
・
渡
辺
貞
夫
の

カ
ル
テ
ッ
ト
公
演
！
卓
越
し
た
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
、
心
に
響
く
、

ま
た
と
な
い
特
別
な
夜
を
お
届
け

し
ま
す
。

料
金

一
般　
　
８
５
０
０
円

※

６
歳
以
上
有
料

※

未
就
学
児
入
場
不
可

※

無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り

（
６
月
15
日
㈰
ま
で
に
要
申
込
み
）

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

　
　
☎
０
８
５
６
㉛
１
８
６
０

ア
ク
ア
ス
か
ら

　
　
　
☎
㉘
３
９
０
０

な
み
ち
ゃ
ん
を
さ
が
せ
！

日
時

６
月
30
日
㈪
ま
で
（
休
館
日

除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

料
金

無
料
（
入
館
料
が
必
要
）

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

「
シ
ロ
イ
ル
カ
と
ハ
イ
チ
ー
ズ
！

父
の
日
カ
ー
ド
を
つ
く
ろ
う
」

対
象

未
就
学
児
と
ご
家
族

日
時

６
月
９
日
㈪

午
前
10
時
〜

定
員

10
組
（
先
着
）

料
金

無
料
（
入
館
料
が
必
要
）

申
込
み

当
日
午
前
９
時
よ
り
１
階

総
合
案
内
所
で
受
付

カ
メ
に
タ
ッ
チ
し
て
み
よ
う
！

対
象

未
就
学
児
と
ご
家
族

日
時

６
月
23
日
㈪

午
前
10
時
〜

石
央
文
化
ホ
ー
ル
の
屋
上
防
水
工
事

と
外
壁
改
修
工
事
を
行
い
ま
す

令
和
7
年
度
・
8
年
度
に
、
石
央

文
化
ホ
ー
ル
の
屋
上
防
水
工
事
と
外

壁
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
工
事
期
間
中
は
閉
館
せ
ず
、

利
用
は
可
能
で
す
が
、
工
事
の
内
容

に
よ
っ
て
は
、
騒
音
な
ど
に
よ
り
利

用
に
支
障
が
伴
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
建
物
周
辺
に
足
場
を
設
置

す
る
た
め
、
正
面
玄
関
か
ら
の
搬
入

に
制
限
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象

最
終
学
年
を
除
く
学
生

※
島
根
県
出
身
以
外
の
学
生
も
参
加
可

日
時

８
月
〜
９
月
の
３
日
以
上

※

募
集
の
詳
細
は
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

し
ま
ね
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

会
場

各
受
入
れ
事
業
所
又
は
オ
ン

ラ
イ
ン

申
込
み
６
月
25
日
㈬
ま
で
に
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
し
ま
ね
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

問
合
せ

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

☎
０
１
２
０
34
０
４
５
１

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

し
ま
ね
短
期
仕
事
体
験

こちらから
申し込めます

日
時

７
月
10
日
㈭

午
後
２
時
〜
４
時

場
所

い
わ
み
ー
る

内
容

高
次
脳
機
能
障
が
い
と
大
人

の
発
達
障
害

講
師
西
部
島
根
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

脳
神
経
小
児
科
医

大
野
貴
子
医
師

料
金

無
料

申
込
み
・
問
合
せ

西
部
島
根
医
療

福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
支
援
課
へ

☎
０
８
５
５
52
５
７
７
９

こちらから
申し込めます

藤
間
流
藤
惠
会
25
周
年
記
念

夏
の
お
ど
り

日
時

６
月
29
日
㈰

午
後
１
時
〜
3
時
30
分

場
所

い
わ
み
文
化
振
興
セ
ン
タ
ー

料
金

５
０
０
円

問
合
せ

藤
惠
会
藤
間
晃
正
惠
さ
ん

☎
㉗
３
３
９
９

浜
田
圏
域
高
次
脳
機
能

障
が
い
者
支
援
研
修
会

定
員

10
組
（
先
着
）

料
金

無
料
（
入
館
料
が
必
要
）

申
込
み

当
日
午
前
９
時
よ
り
１
階

総
合
案
内
所
で
受
付

６
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

１
日
㈰

亀
山
社
中

８
日
㈰

熱
田
保
存
会

15
日
㈰

長
浜
社
中

22
日
㈰

岡
崎
神
楽
社
中

29
日
㈰

日
脚
神
代
神
楽
社
中

時
間

午
後
１
時
〜
３
時

場
所

は
っ
し
ー
広
場
ス
テ
ー
ジ

問
合
せ

島
根
物
産
商
事
㈱

☎
㉘
３
１
０
０

申
込
み

６
月
16
日
㈪
ま
で
に
浜
田

国
際
交
流
協
会
へ
☎
㉕
９
５
１
１

こちらから
申し込めます

（
開
場
午
後
１
時
〜
）

場
所中

央
図
書
館
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

料
金

・
一
般　
　

２
０
０
円

・
会
員　
　
１
０
０
円

問
合
せ

島
根
県
中
世
史
・
近
世
史

合
同
研
究
会
事
務
局

m
ail

：shim
ane.chusei.

kinseiken@
gm

ail.com
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開館時間 9:00～17:00
月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
年末年始・展示替え期間
（括弧は20人以上の団体）
一　般　600円（500円）

展覧会によって異なります
小中生　200円（160円）
高大生　300円（240円）

休 館 日

観 覧 料

※

６月の休館日　月曜日
　２日・９日・16日・23日・30日

展示替え休館
  ６月６日㈮まで

「
山
﨑
修
二
寄
贈
作
品
披
露
展
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
中

現
在
、
浜
田
市
世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、

浜
田
市
の
名
誉
市
民
・
山
﨑
修
二
画
伯
の
作

品
を
紹
介
す
る
展
覧
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

昨
年
山
﨑
家
よ
り
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
作

品
の
中
か
ら
、
浜
田
に
ゆ
か
り
の
深
い
作
品

や
風
景
、
人
物
、
そ
し
て
１
９
６
７
年
以
降

た
び
た
び
渡
欧
し
て
描
い
た
作
品
な
ど
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
修
二
先
生
が
平
凡
で
も
美

し
い
と
認
め
た
、
心
の
休
ま
る
モ
チ
ー
フ
の

数
々
を
存
分
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

《窓辺》1952年

会
期

６
月
29
日
㈰
ま
で

料
金

一
般　
　
　
６
０
０
円
（
５
０
０
円
）

高
校
・
大
学
生

４
０
０
円
（
３
０
０
円
）

小
・
中
学
生　
　

２
０
０
円
（
１
０
０
円
）

※
（

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

■
同
時
開
催
「
山
光
会
の
仲
間
た
ち
」

山
光
会
初
代
会
長
・
山
﨑
修
二
の
教
え
子
と

仲
間
た
ち
の
作
品
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

場
所

３
階
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
室

料
金

観
覧
無
料

６
月
の
イ
ベ
ン
ト

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

時
間

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

※

参
加
受
付
は
、
当
日
１
階
・
創
作
室
で
午

後
３
時
30
分
ま
で
。
材
料
が
な
く
な
り
次
第
、

受
付
を
終
了
し
ま
す
。

《
ミ
ニ
キ
ャ
ン
バ
ス
に
描
こ
う
！
》

◎
１
日
㈰

参
加
費

５
０
０
円

指
導

山
光
会

永
尾
和
子
さ
ん

《
砂
絵
ア
ー
ト
》

◎
７
日
㈯
・
8
日
㈰

参
加
費

３
０
０
円

指
導

Ｋキ

ミ

Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｍマ

エ

ダ

Ａ
Ｅ
Ｄ
Ａ
さ
ん

《
考
え
な
い
絵
》

◎
14
日
㈯
・
15
日
㈰

参
加
費

３
０
０
円

《
カ
ラ
ー
拓
画
》

◎
21
日
㈯
・
22
日
㈰

参
加
費

４
０
０
円

指
導

岡
原
美
智
子
さ
ん

《
花
を
描
く
》

◎
28
日
㈯
・
29
日
㈰

参
加
費

４
０
０
円

《考えない絵》の一例

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

没
後
10
年
企
画
展
「
石
本
正
ロ
マ
ネ
ス
ク

へ
の
憧
れ
、
そ
し
て
舞
妓
へ
」

会
期

６
月
７
日
㈯
〜
８
月
24
日
㈰

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
美
術
に

着
想
を
得
た
30
代
か
ら
「
舞
妓
の
画
家
」
と

し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
画
風
の

変
遷
を
た
ど
り
、
当
時
の
時
代
背
景
と
画
家

の
心
境
に
着
目
し
て
展
覧
し
ま
す
。

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
】（
観
覧
無
料
）

●
石
見
の
作
家
展
―
谷
平
博
・
鉛
筆
画
の

世
界
―
た
し
か
に
そ
こ
に
い
た

会
期

６
月
７
日
㈯
〜
26
日
㈭

―
鉛
筆
を
つ
か
っ
て
絵
を
描
く
技
術
を
極
め
た
い
―

三
隅
町
に
生
ま
れ
た
谷
平
博
（
１
９
８
２

〜
）
は
、
高
校
時
代
に
美
術
の
道
を
志
す
よ
う

に
な
り
、
成
安
造
形
大
学
、
東
京
藝
術
大
学
大

学
院
で
洋
画
、
立
体
、
映
像
な
ど
様
々
な
表
現

技
法
を
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
故
郷
に
帰
り
、

描
き
続
け
る
た
め
の
画
材
と
し
て
鉛
筆
を
選
択

し
ま
す
。
以
来
15
年
、
ひ
た
す
ら
真
摯
に
自
身

の
制
作
に
向
き
合
い
続
け
て
き
ま
し
た
。

葉
っ
ぱ
の
仮
面
を
か
ぶ
っ
た
不
思
議
な
人
物

「
ブ
ッ
シ
ュ
ワ
ッ
カ
ー
」
は
、
何
を
訴
え
か
け

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
石
見
を
拠
点
に
活
躍

す
る
谷
平
博
の
深
く
繊
細
な
鉛
筆
画
の
世
界
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
イ
ベ
ン
ト
】

●
谷
平
博
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
ビ
ー
玉
を
鉛
筆
デ
ッ
サ
ン
し
て
み
よ
う
！
」

日
時
６
月
７
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場

石
正
美
術
館

創
作
室

参
加
費

８
０
０
円

定
員
小
学
４
年
生
〜
一
般

15
人（
要
予
約
）

●
子
ど
も
美
術
教
室
「
色
あ
そ
び
で
つ
く
る
！

ふ
し
ぎ
な
森
の
な
か
ま
た
ち
」

水
彩
絵
具
を
使
っ
て
偶
然
で
き
る
色
や
形
。

そ
こ
か
ら
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
て
、
ふ
し
ぎ
な
生

き
も
の
が
す
む
森
を
み
ん
な
で
つ
く
り
ま
す
。

日
時

６
月
14
日
㈯

午
後
１
時
〜
４
時

会
場

石
正
美
術
館

創
作
室

参
加
費

５
０
０
円

定
員

小
・
中
学
生

15
人
（
要
予
約
）

講
師

西
久
松
吉
雄（
日
本
画
家
、当
館
館
長
）

●
鐘
築
等

「
の・よ
う
な
似
顔
絵
店
８
」

会
期

６
月
28
日
㈯

　
　
　
　
〜
７
月
13
日
㈰

※

最
終
日
は
15
時
ま
で

大谷ファミリー

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.342

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…https://www.hamada-kodomo-art.com

有

料

広

告

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

vol.
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://ｗｗｗ.u-shimane.ac.jp

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

vol.260
～海の見える丘から～

新
入
学
生
メ
ッ
セ
ー
ジ

令
和
７
年
度
国
際
関
係
学
部
・

地
域
政
策
学
部
・
大
学
院
入
学
式

問
合
せ

総
務
課

☎
㉔
２
２
０
０ 新入生代表　宣誓

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://ｗｗｗ.u-shimane.ac.jp

４
月
３
日
㈭
、
国
際
関
係
学
部
１

０
０
人
、
地
域
政
策
学
部
１
４
８
人
、

大
学
院
北
東
ア
ジ
ア
開
発
研
究
科
８

人
が
入
学
し
ま
し
た
。

新
入
生
を
代
表
し
て
、
国
際
関
係

学
部
の
古
窪
京
さ
ん
（
宇
和
高
等
学

校
出
身
）
が
宣
誓
を
行
い
、「
ア
メ

リ
カ
や
韓
国
な
ど
世
界
各
国
で
政

治
の
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
お
り
、

人
々
の
考
え
方
や
生
き
方
も
ま
す
ま

す
多
様
で
新
鮮
な
も
の
が
増
え
て
き

た
。
こ
れ
か
ら
、私
た
ち
に
は
、様
々

な
角
度
か
ら
物
事
を
思
考
し
、
判
断

す
る
力
が
必
要
に
な
る
。
多
面
的
に

物
事
を
捉
え
る
力
を
身
に
付
け
る
た

め
に
、
授
業
を
通
し
て
専
門
的
な
知

識
を
得
て
、
思
考
し
た
こ
と
を
行
動

に
移
し
新
た
な
発
見
へ
と
繋
げ
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
規
制
が
緩
和
さ
れ
た
中
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
異
文
化
と
の
つ
な

が
り
が
深
ま
っ
て
い
る
。
キ
ャ
ン
パ

ス
や
地
域
に
お
け
る
学
習
や
活
動
だ

け
で
な
く
、
異
文
化
交
流
に
も
積
極

的
に
取
り
組
み
、
語
学
力
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
向
上
さ
せ
た

い
。
そ
し
て
、
大
き
く
変
わ
る
社
会

の
中
で
、
異
文
化
だ
け
で
な
く
自
分

た
ち
の
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
、
他

者
と
の
協
働
の
中
で
多
様
な
価
値
観

に
触
れ
て
い
き
た
い
。
こ
れ
ま
で
お

世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
、
島
根
県
立
大
学
で

学
べ
る
こ
と
に
感
謝
し
、
新
し
い
仲

間
と
と
も
に
か
け
が
え
の
な
い
大
学

生
活
を
送
り
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ

ま
し
た
。

国
際
関
係
学
部
・
国
際
関
係
学
科

国
際
関
係
コ
ー
ス

古
窪

京

無
事
に
入
学
の
日
を
迎
え
ら
れ
、

心
よ
り
幸
せ
を
感
じ
て
お
り
、
ま
た
、

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

島
根
県
立
大
学
で
、
専
門
的
な
知

識
や
、語
学
力
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
身
に
付
け
、
国
際
社
会
や

島
根
県
を
盛
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、

４
年
間
を
充
実
さ
せ
た
い
と
思
い
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

規
制
が
緩
和
さ
れ
、
よ
り
世
界
の
異

文
化
と
の
交
流
が
増
え
て
お
り
、
私

た
ち
に
は
、
様
々
な
言
語
や
、
異
文

化
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学

ぶ
必
要
性
が
高
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
大
学
生
活
で
講
義
や
友

人
関
係
を
通
じ
て
、
地
域
の
皆
さ
ん

や
国
際
社
会
の
人
々
に
頼
ら
れ
る
人

材
に
な
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
私
た
ち
新

入
生
の
活
動
を
温
か
く
見
守
っ
て
い

た
だ
き
、
時
に
お
力
添
え
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

企
画
調
整
課

☎
㉔
２
２
０
１

経
済
経
営
・
デ
ジ
タ
ル
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
コ
ー
ス
（
仮
称
）
を
設
置

令
和
８
年
４
月
、
地
域
政
策
学
部

地
域
政
策
学
科
の
地
域
経
済
経
営

コ
ー
ス
を
「
経
済
経
営
・
デ
ジ
タ
ル

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
（
仮
称
）」

に
名
称
変
更
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

情
報
教
育
を
強
化
し
、
地
域
の
Ｄ
Ｘ

推
進
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を

加
速
さ
せ
ま
す
。

〇
養
成
す
る
人
材
像

企
業
経
営
や
経
済
の
仕
組
み
に
関

す
る
学
び
に
加
え
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
、

デ
ー
タ
分
析
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理

手
法
を
修
得
し
、
企
業
の
業
務
改
善

や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
、
地
域

課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
「
文
系
デ

ジ
タ
ル
人
材
」
を
育
成
し
ま
す
。

〇
新
規
開
設
科
目
（
予
定
）

デ
ジ
タ
ル
技
術
系
科
目
：
デ
ジ
タ

ル
技
術
へ
の
関
心
を
高
め
、
Ｉ
Ｔ
パ

ス
ポ
ー
ト
試
験
や
基
本
情
報
技
術
者

試
験
な
ど
の
基
礎
資
格
に
必
要
な
知

識
、
ス
キ
ル
を
修
得
し
ま
す
。

デ
ー
タ
分
析
・
活
用
系
科
目
：
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
収
集
・
分
析
を
行

い
、
デ
ー
タ
活
用
の
実
践
力
を
養
い

ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
系

科
目
：
企
業
の
Ｄ
Ｘ
推
進
を
は
じ
め

と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
案
・
実

行
に
つ
い
て
体
系
的
に
学
び
ま
す
。

問
合
せ

企
画
調
整
課

☎
㉔
２
２
０
１

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

谷平 博
《In the woods, hut》
2024-2025年　作家蔵
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図書館情報
開館時間 6月の休館日

中央 ☎㉒0480  9:00～19:00 ９日㈪･23日㈪
金城 ☎421823

 9:00～17:00 ２日㈪･９日㈪
16日㈪･23日㈪

30日㈪

旭 ☎451439
弥栄 ☎482258
三隅 ☎320338 10:00～19:00

（土日祝日は18:00まで）

「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレンダー
裏面のくらしのサービスガイドをご覧ください。

多
目
的
ホ
ー
ル
の
ご
利
用
案
内

中
央
図
書
館
の
２
階
に
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
や
放
送
設
備
な
ど
を
備

え
た
会
議
や
研
修
な
ど
で
使
用
で
き

る
多
目
的
ホ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

使
用
申
込
み
は
、
中
央
図
書
館
の

窓
口
で
使
用
日
の
月
の
２
か
月
前
の

初
日
か
ら
受
付
け
て
い
ま
す
（
６
月

は
、
８
月
中
の
使
用
日
ま
で
受
付
で

き
ま
す
。
空
き
状
況
に
つ
い
て
は
、

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
電
話
で

確
認
で
き
ま
す
。
詳
細
は
、
中
央
図

書
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

施 設 名 定 員 使 用 料
多目的ホール 80人

１時間
810円

多目的第１ 60人 610円
多目的第２ 20人 400円

※　利用できる時間は、午前９時～午後９時
　（土・日・祝日は午後７時まで）です。
中央図書館休館日は利用できません。

※　使用時間は、準備・片付けの時間も含みます。

本
が
汚
れ
た
り
、

　
　
　
本
を
失
く
し
た
と
き
は

図
書
館
の
窓
口
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

図
書
館
で
は
、
で
き
る
限
り
修
理

し
、
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。修

理
が
難
し
い
場
合
や
、
失
く
し

た
場
合
は
、
弁
償
を
お
願
い
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き

る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

貸出ベスト10（令和７年４月期）
順位 タイトル 著者
１ 架空犯 東野　圭吾
２ 月収 原田　ひ香
３ C線上のアリア 湊　かなえ
４ 藍を継ぐ海 伊与原　新
５ クスノキの女神 東野　圭吾

６ ブラック・ショーマンと
覚醒する女たち 東野　圭吾

７ 謎の香りはパン屋から 土屋　うさぎ
８ 成瀬は信じた道をいく 宮島　未奈
９ 一夜 今野　敏
10 ザイム真理教 森永　卓郎

　ある日突然、友人が会社にいけなくなる、パー
トナーが夜眠れなくなる・・・身近な人のこころ
の具合が悪くなったとき、あなたはどうします
か？本書では、家族や同僚、友人といった身近な
人をケアするときに使える「素人のための心理
学」を、臨床心理士の著者が全５回の授業形式で
紹介しています。
　理論から実践までやさしい言葉と例でわかりや
すく説明し、日常で使える「きく技術」や、「おせっ
かい」の効能などの具体的なコミュニケーション
術も掲載。
　素人がうかつに心理ケアなんて、と思ってしま
う人にこそ読んでほしい一冊です。思いもよらな
い雨に降られてしまったとき、身近なひとと自分
自身を守るための傘として、心理学を携えておく
のはいかがでしょうか。

東畑　開人／著　KADOKAWA　（146.8 トウ）

司書がすすめるこの一冊

「雨の日の心理学」

市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行
便入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・まちづくりセンターなどに備付け）などをご利用ください。

毎
月
１
日
発
行

編
集
・
発
行
　
浜
田
市
市
長
公
室

　
　
　
　
　
　
☎
 0855‒25‒9151

　
　
　
　
　
　

ＦＡＸ0855‒22‒3091

各
支
所
　
　
金
城
支
所
　
☎
42‒1234

　
　
　
　
　
旭
支
所
　
　
☎
45‒1234

　
　
　
　
　
弥
栄
支
所
　
☎
48‒2111

　
　
　
　
　
三
隅
支
所
　
☎
32‒2800

浜
田
市
広
報
 

@
koushitsu.ham

ada

Facebook

６ 令
和
７
年

N
o.290

広
報

本
庁
　

〒
697-8501 島

根
県
浜
田
市
殿
町
１
番
地

　
　
　
 ☎

0855‒22‒2612（
代
表
）

　
　
https://w

w
w
.city.ham

ada.shim
ane.jp

　
　
info@

city.ham
ada.lg.jp

世 帯 男 女 総 数
浜 田 18,605 17,140 18,731 35,871
金 城 1,810 1,798 1,917 3,715
旭 1,225 1,166 1,151 2,317

弥 栄 610 504 538 1,042
三 隅 2,672 2,502 2,630 5,132
合 計 24,922 23,110 24,967 48,077

（単位：人）
４
月
29
日
㈷
、
石
州
浜
っ
子

春
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
新
市
誕
生
20
周
年
記

念
と
し
て
、
地
元
の
園
児
や
児

童
・
生
徒
、
企
業
な
ど
約
６
０

０
人
が
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
春

を
彩
る
イ
ベ
ン
ト
を
大
い
に
盛

り
上
げ
ま
し
た
。
恒
例
の
大
名

行
列
に
よ
る
演
技
や
馬
に
乗
っ

た
殿
さ
ま
に
、
沿
道
か
ら
は
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

人　口（４月末現在）今月の表紙
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